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大 野 田 遺 跡

第 2次発掘調査報告書

2001年 3月

仙 台 市教 育 委 員会



大野田遺跡は、仙台市南東部の太白区大野田に広がる面積約1万 6,000平方メー トルの遺跡です。

古 くから縄文時代の上器や石器が発見される遺跡として知 られていましたが、平成5年から6年にか

けて実施された都市計画道路「川内・柳生線」の建設に伴う発掘調査によって、縄文時代から古墳

時代、古代にかけての遺跡であることが明らかになりました。なかでも縄文時代後期前半の貴重な

資料が多数発見されています。川原石を並べた組石状の配石や、墓と考えられる配石遺構等ととも

に、日常使われた土器や石器のほか、土偶、異形土器、石刀、翡翠で作られた垂飾品などの祭祀に

関連する遺物も多 く見つかり、墓域と祭祀の場が一体となった場所であったと考えられます。

このたびの発掘調査は太白消防署の出張所建設に伴うもので、「)‖ 内・柳生線」の西に隣接した場

所にあたります。調査の結果、「 )|1内 ・柳生線」の調査で確認されていた河川跡の延長部分にはぼ相

当することが分り、縄文時代の遺構や遺物包含層は見つかりませんでしたが、古代の掘立柱建物跡

や竪穴住居跡などの遺構が確認されています。

現在、仙台市内には700箇所を超える遺跡が知られています。このような先人の遺した貴重な文化

遺産を保護し、後世に伝えていくことは私たちの責務です。今回の開発によって遺跡の一部が失わ

れるのは誠に残念なことでありますが、調査の成果を普及活動の資料として生かしていくことも遺

跡の保存活用のひとつと考えられます。今回の調査成果が国民共有の財産として広 く活用され、文

化財に対するご理解の一助となれば幸いです。

発掘調査および調査報告書の刊行にあたり、多大のご協力とご理解を賜 りました多 くの方々に心

から感謝申し上げ、刊行の序とします。

平成13年 3月

仙台市教育委員会

教育長 小 松 弥 生



例 口

1.本報告書は、仙台市教育委員会が実施した、太白消防署長町出張所建設に伴う大野田遺跡の発掘調査成果をま

とめたものである。調査成果の一部については、すでに文化財年報、文化財展などで公表しているが、本書の記

載内容がそれらに優先する。

2.報告書刊行のための整理作業は、佐藤淳・高橋綾子の補佐を得て、荒井格・赤澤靖章が担当した。

3,本書の編集・執筆は荒井格が行った。土器については赤澤靖章の観察結果をもとに執筆した。

4.陶器・磁器は、佐藤洋氏 (仙台市博物館)に鑑定して頂いた。

5,石器・石製品の石材については、石川賢一氏 (東北大学)に鑑定して頂いた。

6.発掘調査および整理作業、報告書作成に際し、次の方々、機関より多くの指導・助言を賜わった。記して感謝

の意を表する。

吾妻俊典 (官城県多賀城跡調査研究所)佐藤洋 (仙台市博物館) 石川賢― (東北大学) 仙台市博物館

7.調査・整理に関する諸記録、実測図面、写真 (モノクロ・カラーリバーサル・ネガカラー)お よび出土遺物な

どの一切の資料は仙台市教育委員会が保管している。

例

1.本書で使用した国土地理院発行の地形図には、図名、縮尺を明記した。

2.図中および本文記載の】ヒは、すべて真北である。

3.本書中の上色の記述には『新版 標準土色帖 15版 (1995年版)』 (小山正忠・竹原秀雄 1995)を使用した。

4.調査によって検出された遺構については以下の遺構略号を使用し、各遺構ごとに番号を付与した。

SB 掘立柱建物跡   SD 溝跡   SI 竪穴住居跡   SK 土坑

SX 性格不明遺構   P ピット

5.出土遺物の登録には以下の遺物記号を使用し、各遺物ごとに番号を付与した。

A  縄文土器   C  土師器 (非ロクロ)   D  土師器 (ロ クロ) E  須恵器

Kc 礫石器I  陶器 J  磁器 Ka 打製石器

Kd 石製品    P  土製品

6。 土師器のスクリーン・トーン貼 り込みは黒色処理を示している。

7.礫石器は使用による痕跡が残された自然礫である。使用の痕跡については以下のように表現した。
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第 1章 調査に至る経緯

第 1節 調査原因

大野田遺跡は、古くから縄文時代後期の遺物が発見されることの知られていた遺跡であり、1993年から94年にか

けて実施された都市計画道路「川内 。柳生線」建設に伴う発掘調査では、縄文時代後期前半の包合層と2時期の遺

構群が確認され、古墳時代および古代の遺構も検出されている。

今回の調査は太白消防署の長町出張所建設に伴う事前調査であり、調査対象面積1,5004fの うち建物範囲の620ぽ

について発掘調査を実施したものである。長町出張所建設用地は都市計画道路「川内・柳生線」に隣接しているこ

とから、「川内・柳生線」建設に伴う発掘調査の結果とほぼ同様の時期および遺構の存在が想定された。

調査は事務所の設置が完了した平成12年 6月 1日 に着手した。

なお、この地域周辺では今後も開発に伴う発掘調査が予想されることから、調査成果や地点等の混乱を防ぐため、

「川内・柳生線」建設に伴う発掘調査を第 1次調査とし、今回の調査を第 2次調査と呼称することとした。

第 2節 調査要頂

遺 跡 名

所 在 地

調査期間

調査主体

調査担当

大野田遺跡 (仙台市文化財登録番号 C-112、 宮城県遺跡地名表登録番号01094)

仙台市太白区大野田字袋前14-3の一部ほか

2000年 (平成12年)6月 1日 ～ 9月 22日

仙台市教育委員会

教育長 小松 弥生

仙台市教育委員会文化財課

課長        大越 裕光

主幹兼調査第一係長 田中 則和

調査担当     荒井 格  佐藤 淳

620Υ (調査対象面積 1,500Υ )調査面積

発掘調査参加者

相原  実  青山 諒子  阿部すえ子  阿部美枝子  阿部 洋子  丼筒 孝子

伊藤 幸子  植野美登子  大場 悌子  小田嶋祥子  菊地あき子  佐藤とき子

佐野 靖男  清水 直子  菅井ぎみ子  関谷 栄子  玉上なみ子  富田  是

東海林かづ子 橋本 房子  日野きみ子  福山 幸子  茂垣 艶子  吉崎美香子

渡部 麗子

整理作業参加者

砂金よしえ  臼井美津子  金澤 君代  菊地あき子  今野 順子  清水 直子

関内 久子  玉上なみ子  東海林かづ子 橋本 房子  湊 久美子  茂垣 艶子

山田 哲子  吉崎美香子



第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置と地理的環境

大野田遺跡は太白区大野田字袋前、袋東に所在し、仙台市南東部のJR長町駅から南南西へ約1250m、 太白区役

所の南約750mに位置する。遺跡の南約 l kmに は名取川が東流しており、東南東方向約2.7kmで広瀬川と合流して太

平洋へ注いでいる。遺跡から現在の海岸線までの直線距離は約 9 kmで ある。遺跡の範囲は東西約100m、 南北約260

mの、南北に長い約 2万 6,000Υの広がりをもっている。

遺跡は、広瀬川と名取川に挟まれ、西を丘陵・段丘地域によって画されたほぼ三角形を呈する、郡山低地と呼ば

れる低地内の中央部南側の名取川寄りにある。西側を区切る丘陵・台地部は、地質構造線に沿う撓曲運動の結果、

その北西側に形成された幅 l km弱 の隆起帯であり、沈降地帯となった構造線の南東側には海岸平野が広がっている。

この仙台平野北部地域を特徴づける地質構造線は長町一利府線と呼ばれており、南西から北東方向へ約10血の長さ

で延びている。遺跡は長町―利府線より約1.51on離れており、郡山低地南部の主に名取川と旧魚川からの氾濫堆積

物によって形成された自然堤防上に立地する。標高は 9～ 10mであり、現在の地表面は北西から南東方向へ緩やか

に傾斜している。

本遺跡に氾濫堆積物を供給した旧魚川は、大野田地区の西側で一旦、北東方向へ流れを変えた後に東流し、さら

に南へ大きく曲流して大野田地区の西、北、東の 3方向を取り囲むように蛇行して流れている。その結果、大野田

地区は微地形的には南へ大きく開いた袋のような状態になっており、地区の北部に残る「袋」の地名もこの地形に

由来するものといわれている。遺跡の所在する地域の字名である「袋前」・「袋東」もこの地形的環境に関連するも

のと考えられる。

遺跡は、現在では都市計画道路と宅地もしくは更地となっているが、かつては今回の調査地点を含め、おもに水

田や畑として利用されていた。

第 2節 遺跡周辺の歴史的環境

大野田遺跡の周辺には後期旧石器時代から近世にかけての多くの遺跡が分布している。旧魚川の北側には後期旧

石器時代の焚き火跡と森林跡が発見され、斎生時代以降の10数時期におよが水田跡の検出とともに全国的に注目さ

れている宮沢遺跡がある。また、本遺跡の西方には下ノ内、下ノ内浦、山口、伊古田、六反田遺跡などの縄文時代

から近世にかけての遺跡が密集している。さらに、南側には中世の武士の屋敷跡や信仰関係の遺構 ,遺物が確認さ

れた王ノ壇遺跡があり、北には古代から中世の集落跡である元袋遺跡が隣接している。

今回の調査では古代の遺構が検出され、縄文時代の遺物も若千出土したことから、おもに縄文時代と古代におけ

る大野田地区周辺の歴史的環境について概観する。

縄文時代

大野田地区周辺地域で縄文時代の最も古い生活痕跡が確認されるのは、旧魚川】ヒ岸の自然晃防上に立地する下ノ

内浦遺跡においてである。下ノ内浦遺跡では地表下約 4mか ら早期前半の日計式期の竪穴住居跡と落し穴が発見さ

れ、押型文土器と尖頭器・石鏃・掻器などの石器が出土している。また、本遺跡の北方、旧魚川北側の後背湿地に

広がる富沢遺跡の第28次調査では、地表下約 4mよ り早期後半の槻木 正式期の上器・石器などの遺物集中部が 4箇

所検出され、さらに下ノ内浦遺跡の西に隣接する山口遺跡では地表下約 3mから早期末の上川名 I式、梨木畑式期

の遺物包含層が確認されている。このように大野田地区周辺は、縄文時代の比較的早い段階から居住を含む生活活
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遺 跡 名 立  地 時 代 時 期 遺 跡 名 種 立   地
「
l代 時 期

1 夫野日遺跡 集落跡 自然堤防 縄文後 弥生中 古墳 奈良 平安 北前遺跡 包含地,集落跡 段丘 後期旧石器.縄文早～中,平安,近世

2 元袋遺跡 集落跡 水日跡 自然堤防 弥生 奈良.平安,中世 ,近世 吉ノロ遺跡 集落跡 丘陵 縄文早,弥生 平安

3 王ノ壇遺跡 集落跡.屋敷跡 自然堤助 縄文後,弥生 ,古墳 ,奈良 ,平安,近世 三神峯遺跡 集r4跡 丘陵 縄文前 '中 ,平安

4 皿屋敷遺跡 集落跡,屋敷跡 自然堤防 奈良 ,平安 ,中世 土詞ん脱ん勘駒ヽ モ墓 丘腹斜面 占墳末

5 王ノ壇古墳 円墳 自然提助 古墳 三和蚤古瑶 墳 丘陵 占墳後

6 長町南遣跡 散布地 自然堤防 余艮 ,子女 富沢窯跡 窯跡 丘陵南斜面 古墳 奈良 平安

7 新日遺跡 談布地 自然堤防 平安 原造跡 散布地 丘陵麓 弥生,古境 平安

8 北屋敷選跡 k布地 自然堤防 40 土手内遺跡 集落跡 丘腹 縄文 弥生,古墳,奈良,平安

9 長lfl清 水遺跡 散布地 自然堤防 古墳 土手内窯跡 窯跡 丘陵南斜面 古墳後,奈良

袋前遺跡 集落跡 自然堤防 縄文.奈 良,平安 42 裏町古墳 古墳 丘陵麓 古墳

11 大野日古墳群 古墳 自然堤防 古墳 砂押古墳 墳 こ陵麓 き墳

12 春日社古墳 古墳 自然堤防 古墳中 44 塚古墳 占墳 IL陵麓 古墳

13 鳥居塚古墳 古墳 自然堤防 墳中 4b 一塚古墳 古墳 丘陵麓 古墳中

14 五反日古墳 古墳 自然堤防 古墳 茂ケ崎城跡 城館跡 丘陵 中世

六反日遺跡 集74跡 自然堤防 縄文中～晩,弥生,古墳,奈 良,平安.近世 47 茂ヶ埼横欠墓群 横穴墓 丘陵斜面 古墳末,奈 良

伊古日遺跡 集落跡 自然堤防 縄文後,古墳,奈良,平安 48 陛奥国分寺跡 寺院跡 段丘 奈良, 平安

17 伊古田B遺跡 集落跡 自然堤防 古墳,古代 陸奥国列E寺跡 寺院跡 段丘

18 下ノ内遺跡 集落跡 自然堤防 縄文中～晩,弥生,古墳,奈 良,平安,中性 猪落跡屋 自然堤防 古墳 平安 中世 近世

19 富沢遣跡 包含地,水 田跡 後背湿地 険期旧石指縄文弥生,コ寛余良平Я ttIL近 士 南小具i 集落跡屋敷跡 自然堤防 弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世

狡壕古婚 墳 自然堤防 後 遠見塚古墳 古墳 自然堤防 古墳

袋東遺跡 散布地 自然堤防 占墳 平 開 若林城跡 古墳,集落跡,城館跡 自然堤防 古墳,平安,中世,近世

22 下ノ内浦遺跡 集落跡 水日跡 自然堤防 縄文早 .前 .後,孫生,古墳,奈良,平安 中世 54 神柵遺跡 官衝跡,包含地 自然堤防 奈良, 平安

努 山日遺跡 集落跡,水日跡 自然提眈後背湿地 縄文早 中～晩 弥生中古墳 奈良̀平安,中世 西台畑遺跡 包含地,生静情豪,集蕗跡 自然堤防 縄文,弥生中,古墳

閉 宮沢館跡 城館跡 自然堤防 中世 郡山遺跡 官行跡寺院跡包含地 自然堤防 縄文後 晩 弥生中 古墳(末剤)奈良(初夷

鍛冶屋敷前遣跡 集落跡 自然堤防 古代 北目競跡 城籠跡集落跡水田跡 自然堤防 縄文後 弥生 古墳 奈良 平宝 中世 近世

鍛冶屋触 選跡 集落跡 自然堤防 縄支 奈良 平安 欠ノ上Ⅱ遺跡 散布地 自然堤防 古墳. 奈良, 平安

六本松遺跡 集落跡 自然堤防 奈良 平安 高田B遺跡 難跡帥跡水醜 ⅢI跡 自然堤防後背湿地 縄文.妹生,古墳 平安,中世,近世

南ノ東遺跡 散布地 自然堤防 弥生 平安 611 中日畑中遺跡 集落跡 自然堤防 古墳,奈良,平安

上野遺跡 集落跡 段丘 縄文中,奈良,平安 61 安久束遺跡 集落跡方形周溝墓 自然堤防 弥生 古増 奈良 平安 中世 近世

山日条里遺跡 散布地水日ll屋敷跡 段丘 自然堤防 縄文.奈良,平安.近 L 砲 安久遺跡 集落跡 自然堤 文晩 弥生 奈良 平安 中世

船渡前遣跡 集落跡 自然堤防 縄文,弥生 奈良,平安 63 柳生台14遺 | 散布地 自然堤協 古墳 奈良 平安

山日上ノ台遺助 包含地 集落鉢 段丘 後期旧石器 縄文早 前～後 平安 近世 o4 松木遺跡 集落跡 自然堤防 平安,中世,近世

第 1図 大野田遺跡の位置と周辺の遺跡分布図 (50,000分 の 1)



動の場であったことが知られる。

前期になると、富沢遺跡と山口遺跡でわずかに遺物が出上しているものの、大野田地区周辺においては明瞭な生

活痕跡は確認されていない。しかし、本遺跡から北西へ約 2 km離れた丘陵上に立地する三神峯遺跡では、前期前半

の大木 1式～ 2b式期の竪穴住居跡と土器埋設遺構、遺物包含層などが発見され、当時の集落跡であったことが明

らかになっている。

中期の遺構は、山口遺跡と、旧魚川南岸の自然堤防上の六反田遺跡、それに隣接する下ノ内遺跡で確認されてい

る。山口遺跡からは中期末葉の埋設土器が発見され、六反田遺跡では地表下約 2mから中期中葉の大本 8b式期の

竪穴住居跡、中期末棄の大木10式期の竪穴住居跡・埋設土器などが検出されている。また、下ノ内遺跡の地表下約

2mか らも中期末葉の堅穴住居跡が発見され、さらに中期末葉から後期初頭の炉跡・土坑・埋設土器も確認されて

いる。

後期になると本遺跡をはじめ、周辺の各遺跡で多くの生活活動痕跡が確認されるようになる。六反田遺跡では後

期初頭の住居跡・土坑・埋設土器・柱穴列・配石遺構などの数々の遺構と、後期初頭を主体とする遺物包含層が発

見されている。山口遺跡からは後期前葉の南境式期の上坑が検出され、後期前葉を主体とする中期中葉から後期中

葉の遺物包含層も確認されている。また下ノ内浦遺跡では同時期の墓域が発見されている。本遺跡の西南西に位置

し、下ノ内遺跡と六反田遺跡に隣接する伊古田遺跡からは後期中葉の宝ヶ峯式期の遺物包含層が確認され、仙台市

の有形文化財に指定された、全身の形状のわかる土偶が 4点出上している。その中の最も大きな土偶は全長41.4cIIl

ときわめて大型であり、国内でも最大級の上偶のひとつに数えられている。本遺跡の南に隣接する王ノ壇遺跡では

後期中葉宝ヶ峯式期および後期後葉の金剛寺式期の遺物包含層、竪穴遺構、配石遺構、土坑、埋設土器が発見され

ている。本遺跡では、都市計画道路建設に先立って行われた第 1次調査によって、後期前半の遺物包含層と2時期

の遺構群が良好に検出されており、墓域と祭祀の場が一体となった場所であったと考えられている。

晩期では山口遺跡で河川跡が確認され、宮沢遺跡から晩期の土器が出上しているものの、大野田地区周辺での活

動痕跡は希薄である。

以上のように大野田地区周辺地域における縄文時代の活動痕跡は、早期前半という古い段階から確認でき、特に

中期中葉から後期中葉にかけて集落が安定して連続的に営まれ、古くから生活活動の場として利用されてきたこと

が明らかになっている。

古代

仙台平野における古代の遺跡は、古墳時代 と較べ、平野部、丘陵部のほぼ全面に分布が拡大し、遺跡数も増大し

ている。大野田地区周辺地域でも、魚川周辺の自然堤防上に立地する伊古田、下ノ内、六反田、山口、下ノ内浦、

元袋、王ノ壇遺跡などで奈良時代から平安時代の堅穴住居跡や掘立柱建物跡が多数確認されており、集落が営まれ

ていたことが明らかになっている。検出された竪穴住居跡には、奈良時代にゴヒ壁中央付近に造 られていたカマ ドが、

平安時代になると東壁中央付近に設置される傾向がみられる。また、竪穴住居跡の方向も真北を基準 とするものが

多 く認められることから、住居 1軒のみならず、集落全体の企画性の存在が想定される。集落が自然堤防上で営ま

れる一方で、畑の耕作にかかわる痕跡 と考えられている小溝状遺構群は大野田地区のほぼ全域に広がっており、特

に大野田古墳群の分布域で集中して検出されている。古墳群分布域の小溝状遺構群は古墳の墳丘部分では確認され

ないことから、墳丘部は古代においても残存していたものと考えられる。また、山口遺跡北側の後背湿地部および

富沢遺跡からは水田跡が検出されている。

以上のこれまでの周辺地域の調査成果から、古代の大野田地区周辺では、魚川沿いの自然堤防上に集落が営まれ、

墳丘部が残存する大野田古墳群の古墳の周囲には畑が広がり、北側の広大な後背湿地部では水田稲作が行われてい

たという景観を粗描することができる。



第 3章 調査の方法 と概要

第 1節 調査区の設定

調査対象域は太白消防署長町出張所建設予定地の面積約1,500m2で ぁる。調査の実施にあたり、対象域内で建物

建設によって遺跡の破壊が予想される範囲に調査区を設定した (第 2図 )。 そのため調査区の平面形は南北に長い

長方形を基本としながら、東辺の南端から3分の 1ほ どに南北長約10.5m、 東西幅約 5mの張り出し部を持つ形状

となっている。調査面積は約620Υ である。都市計画道路「川内・柳生線」建設に伴う調査の結果により、今回の

調査区内での基本層序に大きな変化は予想されなかったことから、層位観察用のベル トを設けず調査を行うことと

した。調査区の設定は 6月 2日 (金)に行った。
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第 2図 調査区位置図 (5,000分 の 1)



第 2節 調査方法

調査にあたっては、調査対象域の全域が厚さ約 lmの盛 り上によって覆われていたことから、安全面を考慮して

盛 り上 と、盛 り上以前の旧表土 (水田耕作土)に勾配を設けて掘削することとした。上端で調査面積よりも一回り

広い掘削範囲を設定した後、重機を使用して盛 り上 と旧表土の除去を行った。旧表上下面以下については、人力に

よって遺構の検出および掘 り込み作業を行った。

遺構の測量は「平面直角座標系第 X系」を基準 として実施し、基準杭の設定は業者へ委託した。調査区外の北西

に位置するX=-198.1301gn、 Y=+4.150血 の地点に測量原点 (EOSO)を 設定し、東および南方向へ進むにし

たがって数値が増加するようにし、それぞれの基準杭をEOSOと 表示した (第 3図 )。 調査現地での遺構実測平

面図、断面図および調査区壁面断面図は20分の 1の縮尺で作製し、遺物出土状況図の一部については10分の 1で作

製した。

写真撮影は35111111カ メラ 2台を使用し、カラーリバーサル、モノクロフィルムで撮影したほか、ネガカラーの使い

捨てカメラによって調査状況の撮影記録を行った。

第 3節 調査経過

5月 31日 (水)に調査事務所設置が完了した。翌 日の平成12年 6月 1日 に調査関係器材を搬入し、 2日 に掘削範

囲の設定を行った。翌週の 5日 (月 )か ら敷地周囲へのネットフェンス設置 と併行して、重機を使用して盛 り土 と

旧表上の除去を開始した。重機による掘削土はすべて場外に搬出し、人力掘削による排土置場を敷地内に確保した。

重機による作業期間中は天気に恵まれず、雨天のため断続的な作業 となり、盛 り上 と旧表上の除去が終了したのは

6月 16日 (金)である。

6月 19日 (月 )に測量基準杭を10m間隔で設定し、併せて人力による盛 り上、旧表上の細部の除去 と遺構検出作

業を開始した。 6月 26日 (月 )と 27日 に基本層位の第Ⅱa層上面で検出された遺構の検出状況全景の写真撮影を行

い、27日 から遺構の掘 り込み作業を開始した。随時、各遺構の平面図、断面図の作製、写真撮影を行いながら調査

を進め、 8月 下旬には掘 り込み作業がほぼ終了したことから、 8月 24日 (木)に完掘全景の写真撮影を行った。そ

の後、竪穴住居跡の掘 り方等の追加調査を行い、 9月 7日 (木)には第Ⅱa層上面検出遺構に関わる作業をすべて

終了した。

第工a層上面で検出された遺構の完掘全景を写真撮影した後、下層での遺構の有無を確認するため調査区南壁際

と西壁際に幅 lmの トレンチを設定した。確認 トレンチ内の掘 り下げは 8月 28日 (月 )よ り開始し、 9月上旬まで

は追加調査 と併行しながら行った。今回の調査区に隣接する第 1次調査Ⅱ区では東西方向に延びる、規模の大きな

河川跡が確認されていたことから、今回の調査区全体が河川跡内に位置している可能性が考えられた。 トレンチ内

の確認調査の結果、縄文時代の遺物がわずかに出土するものの、面をなした出土状況ではな く、層の堆積状況の観

察からも河川跡堆積物 と判断された。この結果から第 Ia層 より下層については、第 1次調査 と同様に確認 トレン

チのみの調査にとどめることとした。

9月 18日 (月 )に調査記録関係の最終的な作業 と調査区からの撤収を終え、調査を完了した。事務所からの撤収

が終了したのは 9月 22日 (金)である。
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第 4章 基本層序

今回の調査によって確認された基本的な層位は、盛土以前の水田耕作土である第 I層から河川跡に関わる堆積物

の基底と考えられる礫層の第Ⅶ層までの大別 7層、細別10層である (第 4図 )。 以下、各層の概要を記述する。

盛± 3種類の盛土がなされており、盛± 1は現在の整地のための山砂である。盛± 2は本遺跡の第 1次調査の

際の排土であり、盛± 3は第 1次調査時に排土置場とする以前に設置されていた調査事務所のための整地によるも

のである。

第 I層 盛土以前の水田耕作上である。E15ラ イン付近で第 I層に伴う畦畔が確認され、その畦畔を境として、

西側が高く東側の低い水田区画であったことが確認される。

第Ⅱa層  にがい黄褐色 (10YR 5/3)シル ト質粘土層。全体的にマンガン斑が認められ、特に層上部への集

積が著しい。本層上面が今回の調査における遺構検出面である。

第Ⅱb層 にがい黄褐色 (10YR 4/3)シ ル ト質粘土層。第Ⅱa層 に類似するが、砂をわずかに含む褐色

(10YR 4/6)のシル ト質粘土が粒状にみられることで区別される。

第Ⅲ層 灰黄褐色 (10YR 4/2)シル ト質粘土層。

第Ⅳ層 にがい責褐色 (10YR 4/3)シル ト質粘土層。上部から下部へ次第に明度が低下して暗色になり、公

々に礫を含むようになる。縄文時代後期前葉南境式期の遺物をわずかに出土するものの面を形成する状況ではなく、

本層が河川跡推積物であることから流れ込みと考えられる。

第Va層 黒褐色 (10YR 3/2)シ ルト質粘土層。調査区の南壁際に設定した土層観察用のトレンチでは、東

から西へ徐々に砂礫を多く含むようになり、西端ではほとんど砂礫層となる。

第Vb層 灰黄褐色 (10YR 4/2)砂礫層。粗砂をマトリックスとし、礫の直径は 5 clll前後以内である。

第Vc層  にがい黄褐色 (10YR 4/3)砂層。映をほとんど含まない粗砂の層である。

第Ⅶ層 灰黄褐色 (10YR 4/2)砂質シル ト層。粘土をわずかに含んでおり、ごく稀に直径 1～ 5 clllの 映が認

められる。

第Ⅶ層 礫層。直径 1～ 10clllの 礫によって構成される層であり、礫には、しばしば10clllを 超えるものも認められ

る。河川跡堆積物の基底と考えられる。

第 1表 調査区南壁土層注記表

土  性 偏 考

基本層位 旧末 田雑れ 十 末 田上面 はE15ラ イ ン付近の雌 を境 に東側が低 い

10YR5/3に ぶい責褐色 シルト質粘土 マンガン斑を全体的に含み,特に上面に多 く集積する 10YR5泡灰責褐色の粘性の強い部分がある

Ib OYR4/3に ぶい青褐色 シルト質粘土 10YR4/6褐 色 の砂質がか った シル ト質粘土 を紅状 に全体 的に含む

Ⅱ 10YR4/2灰貢褐色 シル ト質粘土

Ⅳ 10YR4/3に ぶい責褐色 シルト質粘上 層下部で色調が暗 くな り礫を含む 縄文時代後期の遺物を含む

10YR3/2笙亀褐色 シルト質粘土 南壁際土層観祭用 トレンチで は東半 はシル ト質粘土であるが、 幽半 は砂傑 を多 く含み山瑞で砂慄層 になる

Vb 10YR4/2灰貢萄色 砂礫層

10YR4/3に ぶい貢褐色 砂 層 礫 をほ とん ど含 まない 紗 は私砂 .

Ⅵ 10YR4/2反昔褐色 砂質 シル ト わずかに粘土を含み 稀に直径1～ 5cm程 度の礫を含む

Ⅶ 礫 層

A 10YR5/4に ぶい責褐色 ンルト質粘土 層上部に10YR4/2灰黄褐色 シル ト質粘土をブロック状に含む

B 10VR5/aに ぶい音揚色 ンルト質粘土 A層 をプロ ック状 に含 む

/1ヽ 縛  1 l 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 10VR5/3に ぶい音褐色 シル ト質粘土 を小 プロック状 にまば らに含 む

/Jヽ溝 2 1 10YR3/2黒tB色 ンルト質粘土 10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土をプロック状に多量に含む

10YR4/2反音楊色 ンルト質粘土 10YR3/2黒褐色シルト質粘土をプロック状にわずかに含む

2 10YR3/2黒褐色 シル ト暫粘 十 10YR4/2反昔褐色 シル ト質粘土 を層上部 に粒状 にわずかに含み 下部 には多 く含 む

3 10YR4/3に ぶい貢褐色 ンル ト質粘土 10YR4/2康 苦掻角 シル ト暫粘 十夢層 L鵠 に含 む 旋化物 を下面に一部含 む 層下面が住屠の床面

10YR4/2灰脅褐色 ンルト質粘土 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト質粘土を粒状に全体的に含む

5 10YR5/3に ぶい黄褐色 シル ト暫粘 十

6 10YR5/3に ぶい貢褐色 シルト質粘土 4層 を小 プロツク状 に含 む 周縛荘積土

10YR5/4に ぶい責褐色 シルト質粘土 10HR4/3に ぶい黄褐色シルト質粘土を小プロック状にわずかに含む

R シル ト暫粘 十 10YRν 3にぶい黄tB色 シルト質粘土を小プロックにわすかに含d下 部には下層のプロックを含及 底間は凹凸力署 しい。
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第 5章 検出遺構 と出土遺物

今回の調査によって検出された遺構は、掘立柱建物跡 6棟、竪穴住居跡 3軒、竪穴遺構 1基、土坑10基、溝跡 3

条、性格不明遺構 3基、小溝状遺構群、ビット147(SB 2～ 6掘立柱建物跡の柱穴を含む)である (第 5図 )。 掘

立柱建物跡のうちの 5棟は、検出されたビットを調査後に検討した結果、掘立柱建物跡の柱穴と判断されたことに

よって認定したものである。したがって遺構検出時に確認されているのはSB l掘立柱建物跡のみである。また、

S14竪穴遺構は竪穴住居跡の可能性も考えられるが、S11竪穴住居跡に切られ、その大部分が失われていたことか

ら堅穴遺構と扱うこととした。以下、各遺構の概要とおもな出土遺物について記述する。
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第 5図 遺構配置図



第 1節 掘立柱建物跡

前述のとおり遺構検出作業によって確認された掘立柱建物跡はSB lのみであり、他の 5棟は、検出ビットの形

態、規模、堆積土、位置関係などの調査後の検討によって柱穴を抽出し、認定したものである。そのため、SB l

以外の 5棟については、現地での検出状況や完掘全景写真などに掘立柱建物跡 としての撮影記録は残されていない。

1.SB l掘立柱建物跡 (第 6図 ,写真 4～写真 6-1)

調査区西辺の中央部やや北寄 りの位置で発見されている。西側柱列は調査区の壁際で確認されており、土地境界

の関係から調査区をさらに西側へ拡張することは不可能であったため、柱穴全体の検出はできなかった。東西 2間、

北側柱列総長3.98m(柱間寸法174cm・ 224伽、平均199cm)、 南側柱列総長3.87m(計 測可能な柱間170∽ )、 南北 2

間、西側柱列総長3.90m(柱間寸法 190clll・ 200clll、 平均 195cm)、 東側柱列総長3.80m(計測可能な柱間142clll)の

建物跡である。南北柱列の方向は、東側柱列でN-3.5° 一Eである。

柱穴は一辺62～ 105clllの隅丸方形もしくは隅丸長方形を基調 としており、検出面からの深さは34～ 59.5clllで ある。

柱痕跡は円形で、直径は14～ 19clllで ある。

北、東、南の柱列の外側には、 1～1.5m離れた位置で小さなピットが検出されており、その間に小貌模な溝跡

が付設されている。このビットと溝跡は、一体 となってSB l掘立柱建物跡を取 り囲むことから、建物跡に付属す

る遺構 と考えられる (以下、付属溝 とする)。 西側も同様な構造 と推定されるが、調査区外のため不明である。

付属溝は幅35～ 50clll、 長さ180～ 257clllの 規模で、底面の状態は一様ではない。付属溝 2・ 4・ 5の ように部分的

な落ち込みや大きな凹凸が確認されるものもあり、検出面からの深さは浅いもので 4～ 5 clll、 深いもので16～ 29cIIl

である。また、すべての付属溝の底面で掘削痕跡 と考えられる、土木具の刃先による三 日月形もしくは半月形の平

面形を呈する浅いくぼみが確認された。堆積土は暗褐色もしくは黒褐色のシル ト質粘土であり、層下部に基本層位

の第工a層～Ⅲ層起源 と考えられる小プロックを多 く含んでいる。

S11竪穴住居跡、S14竪穴遺構、小溝状遺構群を切っている。

柱穴の堆積土中からは計79点の土師器片 と、縄文土器片が 1点出土している。しかし、いずれも細片であり、図、

写真を掲載するまでにはいたらなかった。また、付属溝の堆積土からは縄文土器片 1点、土師器・土師器片21点、

須恵器・須恵器片 2点、礫片 2点の計26点の遺物が出上している。付属溝 3の堆積土中より出上した土師器 と須恵

器の外、各 1点を図化し、第 7図に掲載 した。

第 7図 1は ロクロを使用した土師器芥 (D-2)で ある。日縁部を久損するものの、残存する器高から欠損はわ

ずかなものと考えられる。内面にはヘラミガキ調整が観察され、黒色処理されている。外面および底部は磨滅が著

しく、底部調整の観察は困難である。

第 7図 2は須恵器外 (E-2)で ある。器高に比べ底径が大きく、回転ヘラ切 りによる切 り離しである。器面は

明白色を呈し、やや軟質である。

2.SB 2掘立柱建物跡 (第 8図 )

現地調査後に検出ビットの検討を行った結果によって認定された建物跡であり、調査区の北西部で確認されてい

る。SB l掘立柱建物跡の北東の位置にあたる。建物跡の中央に位置するビット132も 本遺構に関わる柱穴 と考えら

れるが、北側柱列中央では柱穴は検出されなかった。ビット121・ 126・ 130。 131.132・ 133・ 134・ 140に よって構

成され、東西 2間、北側柱列総長3.26m、 南側柱列総長3.25m(柱 間寸法 151clll・ 174cm、 平均163cm)、 南北 2間、
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第 2表  SBl掘 立柱建物跡土層注記表

遺構 名 盾 位 土 色 土  性 偏 考

付属溝 1 10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土 10Y硝/3にぶい貢褐色シルト質粘土を小プロツク状に含む

付属溝 2 10VRR/2塁 楊 tl シ ,レ ト管紺 十 10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土 を粒状 に全体的に含 む

25Y3/2 黒褐色 シル ト質粘土 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト質粘土を粒状に全体的に含み,上面,下面に砂を層状に含む

10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土 10YR5/3に ぶい貢褐色シルト賀粘土をプロック状に多量に含む
10YR5/3に ぶい苦褐色 シル ト管粘十 10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土 を泣状 に含 む

付属議 3 10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土 ЮYR5/3に ぶい黄褐色シル ト質粘土を上部では粒状に,下部では小ブロック状に全体的に含む

付 属 籐 4 10YR3/3暗 褐色 シルト質粘土 10YR5/3に ぶい貢褐色シルト質粘土を紅状に全杯的に含む。
10YR5/3に ぶい陪楊色 シル ト管粘 十 10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土 を粒状 に全体的 にまば らに含 む

付属議 5 10YR3/2黒 褐色 ンル ト質粘土 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト質粘土を小プロック状に含み,下部に多 くみ られる

10YR5/3に ぶい責褐色 シルト質粘土 10YR3/2黒 褐色シル ト質粘土を小ブロック状にわずかに含み粒状に全体的にまばらに含む

付属溝 6 10YR3/2里 褐角 シル ト管粘 十 10YR5/3に ぶい費褐色 シル ト質粘土 をブロ ック状 に含 む

10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土 10YR3/3暗 褐色シル ト質粘土を粒状に含む

10YR5/1褐 灰色 シルト質粘土 10YR4//2灰黄褐色シルト質粘土を小プロック状に下部に多 く合む 基本層 Ib層 に類似する 柱腐食後の落ち込み

iV4/1  反 色 粘 十

10YR5/3に ぶい貢褐色 ンル ト賀粘土 ЮYR3泡 黒禍色シルト質粘上をプロック状に上部に多く合t・ 下部はにぶい黄褐色力逹体で黒褐色I捌 プヽロック状もしく飩 代

10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土 10YR5/3に ぶい黄褐色 シル ト質粘上を上部にプロック状に多 く含む 中部では小ブロック状で少量

10VR3/3膳 褐れ ル ト管粘 十

2 5Y4/1  灰 色 粘 土 粘牲強い

3 ЮYR3/2黒 褐色 シルト質粘土 10YR5/3に ぶい責褐色ンルト質粘上をプロック状に全体的に含む
10VRA/2塁 線付 ル ト暫結 十 10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土 を粒状 に全体 的に含 み、下部 に小 ブロック状 に含 む

5 ЮYR5/3に ぶい貢褐色 シル ト質粘土 10VPA/2里 梱缶 シル ト暫結 十 を層 LttLιこブロック状 に合 み 層状 をなす

1 10YR4/1褐 灰色 シルト質粘土 10YR5/2灰貢褐色シルト賀粘土をプロック状に多量に含む
10YR3/2塁 褐待 シル ト暫粘 十 10YR5/3に ぶい責褐色 ンル ト質粘土 をプロック状 に全体 的に多量 に含 む

3 10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト質粘土を粒状にわずかに含む

4 10YR5/3に ぶい責褐色 シルト質粘土 10YR3/2黒褐色シルト質粘土を上部にブロック状にわずかに含む

P4 シルト暫粘土 下部 は粘性強い

2 10YR3/2黒褐色 シル ト賀粘土 10VRS/3に ぶい昔褐角 シル ト暫粘 上を小 ブロ ック状 にわずか に含 む

10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト質粘土を小プロック状に全体的多 くに含む

10VR5/3に ぶい音褐伍 ンルト管粘土 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 をブロック状 に上部 に多 く含 む

P5 l 10YR4/1褐 灰色 シル ト賀粘土 下部は粘性強ヤ

2 10YR3/2黒褐色 シルト質粘土 ЮYR5/3に ぶい黄褐色シルト質粘土を小プロック状にわずかに含む

10YR3/2里褐角 ンルト管粘土 10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘上 をプロ ック状 に含 む層 と含 まない層が互層 になってい る

P6 l 10YR4/1褐 灰色 ンル ト質粘土 下部は粘性強い

2 ЮYR3/2黒 褐色 ンルト質粘土 10YR5/3にぶし墳 褐色シルト質粘土をプロック状に多量に含』冒と,粒状にわずかに含tFeの互層になっている

シルト管粘土 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘上のブロ ックが部分的に層状 をなす

4 10YR5/2灰貢褐色 粘 土 10YR5/Rに ぶい昔褐伍 シル ト暫結 十を締状 にわずか に含 む

P7 1 10YR4/1褐灰色 ンルト質粘土 10YR5/3に ぶい黄褐色シルト質粘土を小プロック状にわずかに含む

10YR3/2塁褐色 ンルト管粘土 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘上 を全体 的にやや多 く含む

3 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 10VR5/Rに ぶい昔楊色 シル ト暫粘十をブロック状 に多量 に含 む

4 10YR5/3に ぶい責褐色 ンルト質粘土 10YR3/2黒褐色シル ト質粘上を全体的にやや多 く含む

10YR3/2塁褐色 シルト管粘土 10YR5/3に ぶい責褐色シルト質粘土を粒状 小プロック状にわすかに含む

2 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 10VR5/3にぶい音褐色 シル ト暫粘土 をブロ ック状 に多畳 に含 む

10YR3/2黒褐色 シルト質粘土 10Y誦/3にぶい黄褐色シルト質粘土をブロック状にわずかに含む

P9 10VR3/2塁褐色 シルト管粘土 10Y郎/3にぶい責褐色 シル ト質粘上 を粒状 にわずかに含 む

10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 10VR5/3にぶい音褐色 シル ト暫給 上をブロ ック状 に全体的 に多量 に含 む

1 10YR5/3にぶい責褐色 シルト質粘土 10YR3/2黒褐色シル ト質粘土をブロック状に含む

10VR3/2黒褐角 シルト管粘土 10YR5/3にぶい責褐色 シル ト質粘土 を泣状 に含 む

10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 10VR5/Rに ぶい音褐任 ンル ト暫粘 土を小 プロック状 に全体 的に含 む

1 10YR3/2黒褐色 ンルト質粘土 10YR5/3にぶい黄褐色 シル ト質粘土を小プロック状にわずかに合む

2 10YR5/3にぶい苦褐色 シルト管粘土 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘上 を粒状 にわずかに含 む

1 25Y4/1 責灰色 ンル ト質粘土 10VR5/Rに ぶい音褐色 シル ト管粘上 を小 ブロック状 にわずかに含 む

10YR3/2黒褐色 ンルト質粘 inVP氏 /Rに ぶい昔楊角シルト暫粘十″ホプロック状にわずかに含む

1
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0                    10Cm

版

号

図
番

録
号

登
番 種別・器種 出土遺構・層位

特 徴
備 考

真
号

写
番口径 器 高 底径 外 面 内 面 底  部

7同 1 饂 1付属溝 3堆 1層 ロクロナデ ミガキ・黒色処理 141

eF1 1付 属滋 R蜂層中 ロクロナデ ロクロナデ

第 7図 SBl掘 立柱建物跡出土遺物



西側柱列総長3.40m(柱間寸法169cm・ 171clll、 平均 170cm)、 東側柱列総長3.38m(柱間寸法 167clll・ 171cm、 平均

169cIIl)の 建物跡である。南北柱列の方向は西側柱列がN-6° 一E、 東側柱列がN-7° 一Eである。

柱穴は短軸38～ 58clll、 長軸44～ 68clllの 精円形もしくは円形を呈しており、検出面からの深さは17～ 47cIIlで ある。

柱痕跡は確認されなかったが、西側柱列の底面で直径20～ 28clllの 落ち込みが確認されている。

S11竪穴住居跡、S14竪穴遺構、小溝状遺構群を切っている。

ビット121・ 131・ 132・ 133・ 134・ 140の堆積土中から計24点の上師器片が出上しているが、いずれも細片であり、

図、写真を掲載するまでにはいたらなかった。

3.SB 3掘立柱建物跡 (第 8図 )

現地調査後に検出ビットの検討を行った結果、認定された建物跡であ り、調査区の北側中央部、SB 2掘立柱建

物跡の南東に接した位置で確認されている。SB 2掘立柱建物跡 と直接的な切 り合い関係は認められないため新旧

は不明であるが、近接した位置関係にあり、柱列の方向も異なることから、同時に存在したものではない。

ビット114・ H6・ 122・ 124・ 125'142・ 143・ 144に よって構成され、東西 2間、北側柱列総長3.28m(柱間寸法

161clll・ 167cIIl、 平均 164clll)、 南側柱列総長3.30m(柱間寸法163cШ ・167cIIl、 平均165釦 )、 南北 2間、西側柱列総長

3.30m(柱間寸法160m・ 170clll、 平均 165clll)、 東側柱列総長3.24m(柱間寸法 152clll・ 172clll、 平均 162clll)の 建物

跡であ り、SB 2掘立柱建物跡 とはぼ同規模である。南北柱列の方向は西側、東側 ともにN-15° 一Eである。

柱穴はSB 2掘立柱建物跡 と比べ全体的に小規模で、形態は短軸24～ 37cIIl、 長軸26～ 40clllの 円形 もしくは隅九方

形を基調 とし、検出面からの深さは15.5～ 37clllで ある。柱痕跡はビットH4・ H6・ 124・ 142で確認されており、直

径 6～ 14clllの ほぼ円形を呈している。S11竪穴住居跡、小溝状遺構群を切っている。

ビット122・ 125・ 142の堆積土中からわずかに遺物が出土しており、各ピットから土師器片 1点 とビット122か ら

須恵器片が 1点みられる。いずれも細片であり、図、写真を掲載するまでにはいたらなかった。

第 3表 SB3掘 立柱跡土層注記表

4。 SB 4掘立柱建物跡 (第 9図 )

現地調査後に検出ビットの検討を行った結果、認定された建物跡であり、調査区の北東部、SB 2掘立柱建物跡

のほぼ真東の位置で確認されている。後述するSB 5掘立柱建物跡と位置的に重複しており、SB 5掘立柱建物跡の

柱穴を切る柱穴が認められる。

ビット82・ 88・ 96・ 98に よって構成され、東西 1間 (北側長3.12m、 南側長3.34m)、 南北 1間 (西側長3.36m、

東側長3.36m)の建物跡であり、南北柱列の方向は西側がN-5° 一E、 東側がN-1° 一Eである。

柱穴は短軸34～ 42cIIl、 長軸41～ 47clllの 不整円形を塁しており、検出面からの深さは26～ 45clllで ある。柱痕跡はす

べてのビットで確認されており、直径 9～ 12clllの 円形を呈している。SB 5掘立柱建物跡を切っている。

遺物はビット82か ら土師器片 1点 と須恵器片 2点が出土しているのみであり、いずれも細片で、図、写真を掲載

するまでにはいたらなかった。

ビッ トNd 層 位 土   色 土  牲 備 考

痕 跡 10YR5/1褐 灰色 粘 土

理 十 シルト質粘土 10YR5/4に ぶい責褐色シルト質粘上を粒状 小プロック状に含む.

在展跡 10YR4/2灰 黄褐色 ンル ト暫結 十

埋 土 10YR4/2灰責褐色 ンルト質粘土 10YR5/4に ぶい黄褐色シル ト質粘土をプロック状に含む

122 75YR4/2灰 褐色 ンルト質粘土 層 中部 に10YR5/31こ がい貢褐色 シル ト質粘土 を粒状 に含 む .

124 在反跡 75YR4/2灰 褐色 ンル ト暫結 十

埋 土 ЮYR4/1褐 灰色 ンルト賀粘土 10YR5/2灰 黄褐色シル ト質粘土をプロック状にまばらに合む

125 10YR4/1褐 反色 ンルト暫粘土 層下部の粘性強 .

142 柱反跡 ЮYR4/1褐 灰色 粘 土

理土 75YR3/3暗 褐色 ンルト質粘土 10YR5/31こ ぶい黄褐色シル ト質粘土をわずかに粒状に含む

141 10YR3/含 賠褐色 ンルト管粘土 10YR5/3に ぶい責禍色シルト質粘上を粒状 小ブロック状に含む,

25VPA/夕 黒褐伝 結 十 10VR5/3に ぶい昔揚色 シル ト質粘上 を粒状 にわずか に含 む。
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備 考

10YR3/2黒椅色 ンル ト賀粘土 10W寂 5/4にぶい音褐色 シル ト管対 十を小 プロック状 に全体 的に含 む .

126 10YR3/2黒褐色 ンルト質粘土 層下部 に10YR5/2灰褐色 ンル ト質粘土 をプロック状 に含 む .

130 10YRA/2黒楊伍 シルト冒粘土 焼± 10YR5/3にぶい責褐色 シル ト質粘± 10YR3/1黒 褐色粘土 をプロ ック状 に含 む

10YR3/4暗褐色 ンル ト質粘主 10VR5/1にぶい昔掲角 シル ト奮粘 十をプロック状 にわずか に合 む .

10YR3/2黒褐色 ンルト質粘土 10YR5/3にぶい貢褐色お よび暗褐色 ンル ト質粘土 をプロ ツク次 に多 く含 む。

10YR4/1掲灰色 粘 土 10YR5/3にぶい責褐色シルト質粘土をプロック状にまばらに含む.

10YR3/2黒褐色 10VR5/3にぶい昔褐包 シル ト暫粘 十をプロ ック状 にまば らに含 む

上 層 10YR3/2黒褐色 ンルト質粘土 10YR5/3にぶい貢褐色 シル ト質粘土 をプロツク状 にまば らに含 む .

下 層 10Yお/3昔褐色 シルト質粘土 3色のプロックを上部に多量に含む。

1 10YR3/2黒褐色 シル ト暫粘 十 10YR5/3にぶい昔褐色 シル ト管粘土 をプロック状 に含 む

ユ 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 10YR3/3暗褐色および5/31こ ぶい黄褐色 シル ト質粘土をプロック状にまばらに含む

1 10YR5/2灰責褐色 シルト質粘土

第 3図 SB2・ 3掘立柱建物跡平面図・断面図



5。 SB 5掘立柱建物跡 (第 9図 )

現地調査後に検出ピットの検討を行った結果、認定された建物跡であり、調査区の北東部、SB 2掘立柱建物跡

のほぼ真東の位置で確認されている。SB 4掘立柱建物跡と位置的に重複しており、SB 4掘立柱建物跡の柱穴に切

られる柱穴が認められる。

ビット81・ 85・ 89。 90'91・ 95・ 97・ 99に よって構成され、東西 2間、北側柱列総長3,96m(柱間寸法185clll・

212clll、 平均198clll)、 南側柱列総長4.04m(柱間寸法196clll・ 208clll、 平均202clll)、 南北 2間、西側柱列総長3。 94m

(柱間寸法195clll・ 199Clll、 平均197c皿 )、 東側柱列総長3.80m(柱間寸法180cIIl・ 200clll、 平均190clll)の 建物跡であ

る。南北柱列の方向は西側がN-7.5° 一E、 東側がN-6° 一Eである。司ヒ側柱列および南側柱列の中央の柱穴

は、ともに外側へのわずかなズレが認められる。

柱穴の規模にはバラツキが認められるが、短軸29～ 51clll、 長軸34～ 58ctllの 不整円形を呈しており、検出面からの

深さは34～ 65clllである。柱痕跡はビット81・ 85・ 89・ 90。 95'99で確認されており、直径10～ 13clllの 円形もしくは

精円形である。

SB 4掘立柱建物跡に切られ、小溝状遺構群を切っている。

ビット91を除く各ビットの推積土中から1～ 4点の計12点の土師器片が出上しており、ビット89か らは須恵器片

も1点出上している。しかし、いずれも細片であり、図、写真を掲載するまでにはいたらなかった。

6.SB 6掘 立柱建物跡 (第 9図 )

現地調査後に検出ピットの検討を行った結果、認定された建物跡であり、調査区の北東部、SB 5掘立柱建物跡

の南側にはぼ隣接した位置で確認されている。

ビット71・ 73・ 79・ 87に よって構成され、東西 1間 (北側長3.77m、 南側長3.64m)、 南北 1間 (西側長3.34m、

東側長3.42m)の 建物跡であり、南北柱列の方向は西側がN-9.5° 一E、 東側がN-12° 一Eである。

柱穴は小さく、ほぼ同一の規模であり、短軸26～ 32clll、 長軸32～ 36clllの 不整円形を呈している。検出面からの深

さは24.5～ 49clllである。柱痕跡はすべてのビットで確認されており、直径 6～ 13clllの ほぼ円形である。

小溝状遺構群を切っている。

遺物はビット71か ら土師器片 1点が出土しているのみであり、図、写真を掲載するまでにはいたらなかった。

第 4表 SB5・ 6掘立柱建物跡土層注記表

選構名 ッ トNQ 備 考

饂 5 柱痕跡 10YR3/2黒 褐色 粘 土

上層 10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土 にぶい黄褐色シル ト質粘土をプロック状に含む .

下 層 シルト暫粘土 黒褐色 シル ト質粘上 を小 ブロ ック状 にまば らに含 む

85 柱痕跡 10YR3/3111褐 色 ンル ト質粘土 昔橡色 シル ト暫粘 十を対状 に合 む _

上層 10YR71褐 灰色 シルト質粘土 10YR5/3にぶい責褐色シル ト質粘土をプロック状に含む I

下 層 10VR5/3に ぶい昔格包 シルト暫粘土 褐灰色 シル ト質粘土 をブロ ック状 粒状 に含 む .

89 ユ 10YR3/4暗 褐色 粘 土 群痛訴_わずか ににぶい苦褐負 シル ト管粘上 を対状 に含 む

2 10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土 にぶい黄褐色シル ト質粘上をプロック状に多量に含む。

10VR5/4に ぶい音褐色 シルト暫粘土 黒褐色 シル ト質粘土 をプロ ック状 に含 む

90 1 ЮYR4/3に ぶい責TE色 粘 土 柱痕跡 .

2 ЮYR3/2黒 褐色 シルト質粘土 にぶい黄褐色シル ト質粘上を小プロック状に含む .

シ,レ ト管粘土 10YR5/4に ぶい責褐色シルト質粘上をプロック状に含む

95 柱戻跡 猛5YR5/1褐灰色 粘 土 10V々 5/4に ぶい昔褐任 シル ト管粘土 を粒状 に含 む .

運 土 10YR5/4に ぶい責褐色 シルト質粘土 10YR3/2黒 褐色シル ト質粘土をプロック状に含む.

97 10YR3/2黒 褐色 シルト管粘土 10YR5/4に ぶい責褐色 シル ト質粘土 をプロ ック状 に全体 的に含 む .

99 1 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 柱痕跡.粘性強 .

2 10YR5/3に ぶい責褐色 シルト質粘土 肇褐色シル ト質粘土を小プロック状,粒状に全体的に含む .

SB 6 柱痕跡 10YR4/1褐 灰色 シルト暫粘北 10YR5/4に ぶい責褐色 シル ト質粘土 を粒状 に含 む .

埋 土 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 10YR5/4に ぶい黄褐色 シル ト質粘土をブロック状に多量に含む

73 隊 10YR4/1褐 灰色 シルト質粘土

埋 土 10V寵 3/3陪褐債 シルト督粘北 10YR5/4に ぶい責褐色 シル ト質粘上 を粒状 に多量 に含 む .

79 柱痕跡 10YR3/3暗褐色 シル ト質粘土 10YR5/4に ぶい音褐色 シル トを締状 に含 む

埋 土 10YR4/1褐 灰色 シルト質粘土 10YR5/4に ぶい黄褐色 シル ト質粘上をブロック状に含む

87 10YR3/2塁掲伍 シルト暫粘土
シル ト暫結 十 にぶい昔褐角 シル ト暫粘 十をブロ ック状 に多量 に合 む
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層 位 土   色 備 考

SB4 ユ 10YR4/1褐 灰色 粘 土 洋埴 DI・_ 給枠 強い にぶい昔格往 シル ト暫結 十を締状 に合 む _

2 10YR4/1褐灰色 シルト質粘土 にぶい貢褐色シルト質粘上を小プロック状疵状に多量に含む.

10YR4/1禄 灰角 粘 十

2 10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土 にぶい黄褐色シル ト質粘土を粒状に含み,焼 土をわずかに含む

3 10YR4/2灰 責褐色 シルト質粘土 黒褐色 シル ト賀粘上 を粒状 に含 む

10VR4/1褐 反色 シルト管粘十 雅痕跡.粘性 強い。 にぶい責褐色 シル ト質雅土 を粒状 に含 む

2 10YR3/3暗褐色 にぶい黄褐色シル ト質粘土を小ブロック状にまばらに合む

1 10YR4/1褐 灰色 シルト賀粘土 柱戻跡  にぶい貢 ItB色 シル ト質粘上 を紅状 に含 む。

10YR4/1褐 灰色 シルト管粘土 にぶい責褐色 シル ト質粘土 を小 ブロ ック状 粒状 に全体 的に含 む

第 9図  SB4～ 6掘立柱建物跡平面図・断面図



第 2節 竪穴住居跡・竪穴遺構

今回の調査によって発見された竪穴住居跡は 3軒であるが、S12竪穴住居跡 とS13竪穴住居跡は調査区の壁際で

確認されたため、部分的な検出となっている。中でもS13竪穴住居跡は住居の一角が確認されたのみで、大部分が

調査区外になるため全容は不明である。S12竪穴住居跡に関しても規模が推定される程度の検出であり、詳細につ

いては不切である。したがって施設や出土遺物、所属時期等について詳述可能な住居跡はS11竪穴住居跡のみであ

る。また、S14竪穴遺構は、前述のとおり、S11竪穴住居跡に切られ、そのほとんどが失われている。

1.S11竪 穴住居跡 (第 10～ 11図 ,写真 6-2～写真 11)

調査区北半のほぼ中央部で検出されており、SB l掘立柱建物跡の北東に位置する。掘立柱建物跡、溝跡、小溝

状遺構群、ビットなどに切 られるものの、遺存状況は良好で、その全容を確認することができた。

[平面形・規模・方向] 平面形はほぼ隅丸方形を呈しており、東西の軸長は5,74m、 南北の軸長は5.36mで ある。

方向は、南辺を基準 としてE-6° 一Sである。

[堆積土] 検出面から床面までの深さは32～ 38clllで あり、堆積土は、カマ ド付近を除き、 4層 に分層される。 1

層から3層 までは黒褐色のシル ト質粘土であり、層によって量 と大きさは異なるものの、暗褐色のシル ト質粘土 と

基本層位の第Ⅱa層以下を起源 とする、にがい黄褐色のシル ト質粘上のプロックを含んでいる。ブロックは、特に

2～ 3層 に多 く認められることから、 2層、 3層は人為的堆積 と考えられる。また、 1層下面で小溝状遺構群の溝

跡が検出されており (小溝15・ 35～ 38)、 小溝状遺構群が形成された段階で住居跡が完全には埋没していなかった

か、あるいは後に 2層以下の圧縮により1層が沈み込んだもののいずれかと考えられる。床面直上の層は基本的に

は灰色の粘土の 4層であるが、床面の中央部には 4層の分布しない箇所がある。そのため床面は部分的に 3層に覆

われた状態である。

[床面・壁面]床 面はほぼ平坦であるが、堅 く締まった中央部 と比べ、カマ ド周辺はわずかに下がっている。床

面では周溝 と土坑 1基および16の ビットが検出されている。主柱穴 と考えられるビット以外は不整円形を呈するも

のが多 く、規模は最小で短軸17cm、 長軸26clll、 深さ 9 clll、 最大で短軸90cIIl、 長軸93clll、 深さ42.5clllと まちまちであ

る。小型から中型のビットは北壁寄 りにやや集中的に存在している。

また、北側の煙道寄 りに20cm× 35clllの 範囲で焼けた面が確認され、周囲に焼土や黒変した土壌の小プロックが分

布することから、カマ ド本体は残存していないものの、東壁中央で検出されたカマ ドとは別に、一時期、北壁の中

央部にもカマ ドが付設されていたと考えられる。

壁面はほぼ垂直に立ち上がり、床面からの高さは最大で37.5clllで ある。

[柱穴 と周溝] 床面で検出された16の ビットのなかで、規模 と位置関係からピット1～ 4を主柱穴 と判断した。

主柱穴の平面形は短軸54～94伽、長軸72～ 95clllの 不整円形を呈しており、床面からの深さは30.5～ 56cmである。柱

痕跡は、いずれの柱穴からも確認されなかった。

周溝は全周しており、断面の形状はU字形を呈している。床面からの深さは6.5～ 17clllで ある。上端幅は10～ 38

clllで、東辺のカマ ド南側 と南辺で幅が狭 く、東辺のカマ ド北側と西辺では広 くなっている。

[カ マ ド] カマ ドは東壁の中央部に付設されている。カマ ド本体の幅は両袖の外側で約 130clllで あり、袖部の先

端から東壁までの奥行きは約65伽である。両袖を残存するものの、北側の袖部は小溝状遺構群の小溝37に切られ、

上半を失っており、南側の袖部も小溝36に切られ、南半が失われている。袖部の基底からの残存高は北側が約 10clll、

南側が約25clllで あり、幅は基底部で両袖部 とも約35clllで ある。カマ ド内部の中央には直径約45clllの 範囲で強 く焼け
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第 5表  S11竪 穴住居跡土層注記表

層 位 土 色 土  牲 偏 考

10YR3/2黒褐色 シルト質粘土 層下部ににぶい黄褐色シル ト質粘土を小プロック状にまばらに含む

10YR3/2黒褐色 シルト管粘土 にぶい責褐色および暗褐色のシル ト質粘土をプロック状に多量に含む わずかに戻化物を含む

3 25Y3/2 黒褐色 シル ト質粘土 にぶいき褐色シルト管粘土を粒状もしくは小プロツク状に全体agに含む

10Y4/1 灰色 粘 土 にぶい黄褐色シル ト質粘土を粒状にわずかに含む

5 75YR4/2灰 褐色 シルト暫砂 にぶい責褐色シルト質粘土を粒状にわずかに含む

6 5Y5/1 灰色 灰 L面に炭化物を含む

7 10YR4/1褐 灰色 シルト質粘土 焼土および75YR4/2Fk褐色シル ト質砂を含む

10YR3/2黒 褐色 シルト管粘土 炭化物 を多量 に含 む

9 ЮYR4/1褐 灰色 シル ト質粘土 10YR5/3に ぶい奮褐色 シル ト管粘土 をAf状に多量 に含 む

10YR3/2黒 褐色 シルト賀粘土 炭化物,焼土を含む

ЮYR4/1褐 灰色 シルト管粘土 炭化物 を含 む

10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土

10YR4/1褐 灰色 シルト質粘上

10YR4/2灰責褐色 粘土管 シル ト にぶい責褐色シル ト質粘土 と,直径3伽程の黒色～黒褐色の焼整をプロック状に多量に含む

10YR5/4に ぶい責褐色 粘土質シル ト 直径 lcm内 の黒色 の焼壁 プロ ックを少量含み、焼土粒 をわずかに含 む

10YR4/2灰責褐色 粘土質 シル ト 言客″n丙の星任～景幅■の雄整プロックを多量に含み雑土粒を4fh的 にわす力ヽこ含■カマド近くに直径10cm内の赤揚色の焼壁プロックをわずかに含↓

10YR3/4暗褐色 粘 十管 シル ト 直径511m内 のにぶい黄褐色シル ト質粘土を多量に含み,直径lcn内の焼壁プロックを含む

10YR3/4暗褐色 粘土質シル ト 苗径5cm内のにぶい責褐色シルト質粘土をプロック状に含み 直径2cI内 の黒色～黒褐色の焼壁プロックを多量に含■

10YR5/3にぶい責褐色 シルト質粘土 わずかに黒変 した壁土を含み,10YR7/3に ぶい黄褐色 シル トを含む

カマ ド 1 10YR4/2灰黄掲色 ンルト質濫土 10YR3/2黒褐色および10YR5/31こ ぶい黄褐色のシル ト質粘土を粒状に全体的に含む カマ ド本体

2 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土 を粒状 に含 む

a 10YR3/2黒褐色 ンルト質粘土 下部ににぶい黄褐色シル ト質粘上がみ られ,全体的に砂が混 じる

4 10VR5/1にぶい音掲色 シルト暫粘土 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土を粒状に含み,部分的に層状をなす

カマ ド部

掘 り方

灰 10Y6/1 褐灰色 部分 的に10YR7/1灰 白色 を呈す る

離 面 25YR5/8明 赤褐色

l 10YR5/2灰黄掲色 シルト暫粘土 10YR3/2黒褐色および10YR5/3に ぶい黄褐色のシル ト質粘土を粒状に多量に含む

10YR5/3にぶい貢褐色 シル ト質粘土 10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土 を粒状 にわすか に含 む

2b 10YR5/3にぶい責褐色 シルト質粘土 雑面首下ではわずかに変仕 iシて示み力券っている 10YR3/2黒 褐色シルト質粘上を小プロツク状にわす力ヽと含む

3 [OYR5/2灰 黄褐色 シルト暫粘土 10YR3/2黒 褐色および10YR5/3にぶい黄褐色のシル ト質粘土をプロック状に多 く含む

4 10YR5/2灰貢褐色 シル ト質粘土 1層 に 見られるブロックを含 まず 粘性が強い

北側煙道 [OYR3/2黒 褐色 シ,レ ト質粘土 14+里れの雄獲プロックを合み カマ ド寄 りに10YR4/2灰黄褐色粘土質シル トを小ブロック状に含む

2 10YR3/2黒 褐色 シルト管粘土 焼土 黒化粘上を小プロック状に多量に含む

3 10YR4/2灰貢褐色 ンル ト質粘土 峰 十 里角の燒壁 ブロックをわずかに含 む 粘性強い

10YR4/2灰 責褐色 シルト質粘上 10YR5/3に ぶい責褐色シル ト質粘土を粒状に含む

5 10YR5/3に ぶい黄褐色 シルト管粘土 10YR3/2黒褐色シル ト質粘土を小ブロック状にわずかに含む

6 10YR4/2灰 貢褐色 シル ト質粘土 10YR3/2黒楊色および10YR5/3にぶい責褐色のシル ト質粘土を粒状に含む

7 10YR5/2灰責褐色 シルト質粘土 10YR7/3黄橙色シル トと黒色の焼壁プロックをわずかに含む

1号土況 1 5Y3/1  オリープ黒 粘 土 全体 的に酸化鉄班 を多量 に含 む

2 25Y5/2 暗灰褐色 粗 砂

25Y4/1 奮灰色 粘土賀 シル ト 直客 irm内 の未梱往雛 十プロ ックと炭化物 プロックを全体 的に少量含 む

4 10Yお/3にぶい黄褐色 濡土暫 シル ト 笠体 的に酸化鉄斑 を多量 に含 む

Pitl 1 75YR4/2灰 褐色 ンル ト質粘土 雑 十をわずかに含み 炭化物片 を特 に下部 に多 く含 む

10YR5/2灰責褐色 ンルト質粘土 10VRA/2塁梱任お よび10YR5/3にぶい責褐色 の シル ト質粘土 を粒決 刀ヽ ブロツク状 に含 む

75YR5/2灰 褐色 シルト管粘土 10YR3/2黒褐色シル ト質粘土を粒状に含む

P■ 2 1 10YR4/1褐灰色 ンル ト質粘土 10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土 を紅状 に含 む

10YR5/3にぶい責褐色 ンルト質粘土 10YR4/1褐 灰色シル ト質粘上を上部に粒状に含む

10Yお/2灰黄褐色 粘 土 粘性強�

P■8 1 10YR4/1褐灰色 ンル ト質粘土 炭イヒ物片 を含 む

10YR5/2灰責褐色 ンルト質粘土 10VR3/2黒梱角 シル ト暫粘土 を粒状 に含 む

10YR5/3にぶい黄褐色 粘 土 粘性強し

PIt4 1 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 酸化後斑を合み 10YR3/3暗褐色シル ト質粘土を粒状に含む

2 10YR5/2灰責褐色 シルト貿粘土 10YR3/2黒褐色および10YR5/3に ぶい責褐色のシル ト質粘土を粒状に含む

10YR4/2灰黄褐色 シルト質粘土 10YR3/2黒 褐色シル ト質粘土を粒状に含む 粘性強▼

Pit5 10YR4/3にぶい貢4B色 シルト 直径lcm程のにパい責褐色砂質プロックと焼土ブロックを多量に含み,炭化物粒 をわずかに含む

P■6 10YR5/2灰責褐色 シル ト質粘土 OVR4/1楊 灰伍 シル ト暫粘土 をプロ ック状 に含 む

10YRi/3に ぶい昔褐色 シルト質粘土 10YR4/1褐 灰色シル ト質粘土を粒状に含む

Ht7 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 10YR5/3に ぶい黄掲色シルト質粘土のブロックと焼土,災化物,黒色の焼壁プロックを全体的に多量に含■

10YR5/2灰責褐色 シル ト賀粘土 OVRら /Rにぶい昔褐色 シル ト質粘上の小 プロ ック状 に含 む

シルト質粘土

Pit8 10YR3/2黒 褐色 シル ト質粘土 10YR5/3に ぶい責掲色シル ト質粘上の粒状に含む

10YR4/1褐 灰色 シル ト質粘土 聴 十鮮々物を合み 上部に10YR5/3にぶい責褐色 シル ト質粘土をプロック状に含む

10YR4/2灰黄褐色 シルト質粘土 焼土黒色の焼壁プロックを下部に多 く含む.上部に10YR5/3にぶい貢褐色 シル ト質粘上をプロック状に含■

10YR5/2灰貢褐色 ンル ト質粘土 層 中部 に炭化物片 を層状 に含 む

Pit9 10Y馳/1褐灰色 ンル ト賀粘主 10YR5/Rに ぶい琶褐色 ンル ト質粘上のプロック状 に含 む

PI■ 0 10YR4/1褐灰色 ンルト質粘土 焼土 成化物片を全体的にまばらに含む

Pitll 10YR4/1褐灰色 ンル ト質粘土 焼土を含み 10YR5/31こ ぶい黄褐色 シル ト質粘上を粒状に含む

Pit12 10YR5/2灰責褐色 ンル ト質粘土 10YR5/3にぶい責褐色シル ト質粘上の小プロック状にわずかに含む

2 10YR5/Rに ぶい昔褐色 ンルト質粘土 1∩VR5カ 辰青楊■シルト管粘■をブロック状に含及種イとしてやや褐色力渤ヽった床面のシルト質粘土をアロック状にまばらに含む

3 10YR5/2炊貢褐色 シル ト暫粘土 硬化 してやや褐色がかった床面のシル ト質粘上をブロック状に多 く含む

Pit13 1 10YR4/2灰責褐色 ンル ト質Fj土 10YR5/3にぶい責褐色 シル ト質粘上の粒状 に含 む

2 10YR5/3にぶい責褐色 ンルト質粘土 10YR3/2黒褐色シル ト質粘土を小プロック状に含む

Pit14 1 75YR4/1褐 灰色 シルト暫粘土 10YR5/3に ぶい責褐色シル ト質粘上の粒状に含む

2 10YR5/2灰貢褐色 雄土黒色の焼壁プロックを含み 10YR5/3にぶい黄褐色 シル ト質粘土を小ブロック状に含む

a 10YR5/3に ぶい責褐色 シルト質粘土 焼土をわずかに含む

PIt15 1 10YRν l褐灰色 シルト管粘土 10YR3/2黒褐色および10YR5/3にぶい黄掲色 シル ト質粘土を小ブロック状,粒状に含む

2 10YR5/2灰賛褐色 層上面 に旋化物層がみ られ 上部 に災化物片,焼土 を含 む

3 10YR5/3にぶい責褐色 シルト質粘土 inVP5/2灰 昔掻色 シル ト管粘上 を小 ブロ ック状 に含 む

P■ 16 1 7 5YR4/2灰褐色 シルト質粘土 焼土ブロック 炭化物を全体的に含む

2 10YR3/2黒 褐色 雄七ブロ ックを含 む



た面が認められ、焼面の中央には直径25clllほ どで灰が残されていた。

煙道は25～ 35clllの幅で住居の外に193clllの 長さで延びている。煙道の方向は、住居の方向に比べ先端側が若千南

へ振れており、 E-17.5° 一Sの方向である。先端には直径約25clllの 煙出しビットが設けられ、ビットの住居側の

上端縁から約45clllの長さで天丼部が残存していた。煙道の堆積土は 5層 に分層され、灰黄褐色、にがい黄褐色、暗

褐色のシル ト質粘上である。いずれも焼壁のプロックを含んでいる。煙道の底面は住居の壁際がもっとも高 く、先

端の煙出しビットヘ向かって公々に低下し、煙出しビットの底面でさらに下がっている。本堅穴住居跡の掘 り方底

面に関わる調査を終了した後、煙道の裁ち割 り作業を行ったところ、煙道の掘 り方が確認された (写真10-8、 11

-1・ 2)。 煙道部は、幅45～ 55clll、 長さ202cIIlの 規模で溝状に掘削した後、基本層位の第 Ia層に極めて類似する、

にがい黄褐色のシル ト質粘土を使って、側壁 と天丼部および煙出し部の奥壁が形作られている。

また、煙道は住居の】ヒ壁中央部でも確認されており、北辺に直交するN-6° 一Eの方向で住居の外に延びてい

る。煙道の幅は20～25cmで、長さは162clllで ある。先端には直径約35clllの煙出しビットが設けられており、ビット

の住居側の上端縁から約 15clllの 長さで天丼部が残存していた。煙道の堆積土は 3層 に分層され、黒褐色、灰責褐色

のシル ト質粘土である。いずれも焼壁のプロックを含んでいる。煙道の底面は住居の壁際がもっとも高 く、先端の

煙出しピットヘ向かって徐々に低下し、煙出しビットの底面でさらに低 くなる。裁ち割 り作業の結果、東側の煙道

部 と同様に掘 り方が確認された (写真H-6～ 8)。 煙道部は幅45～ 55clll、 長さ180clllで滞状に掘削した後、灰責褐

色もしくはにがい黄褐色のシル ト質粘土を使って、側壁 と天丼部および煙出し部の奥壁が形成されており、東側の

煙道部 とほぼ同様の構造である。しかし、この煙道に伴うカマ ド本体は残存しておらず、前述のように床面に焼面

が確認されるのみである。焼面の周囲には焼土や黒変した土壌の小プロックの分布が確認されることから、カマ ド

は取 り壊され、撤去されたものと考えられる。

したがって、本竪穴住居跡では、カマ ドが北壁中央部から東壁中央部に位置を変えて造 り直されたものか、ある

いは北壁中央部にも造 られ、ある程度機能していたが、最終的には東壁中央部のカマ ドのみが残されたもののいず

れかと考えられる。後述するように前者である可能性が高 く、その場合は、北側煙道は造 り直し以前の古期のカマ

ドに伴うものとなる。

[その他の施設] 1号 土坑はカマ ドの南側袖部の南に隣接する位置で確認された土坑である。短軸64cIIl、 長軸78

clllの隅丸長方形を呈し、断面形は開いた浅いU字形で、床面からの深さは20clllである。堆積土は 4層 に分層される

が、もっとも厚い 3層は焼土 と黒変した土壌の小プロックを合んでいる。堆積土中より上師器外、甕などの遺物が

多 く出土しており、出土状況から設置されていた可能性が考えられる甕もみられる (写真 6-7・ 8)。

[住居掘 り方] 住居の掘 り方は中央部を除き四周をめぐるように検出された。掘 り方底面は全般的に凹凸が著し

く、南側から東側にかけては幅70～ HOclll、 深さ30～ 40clllの溝状を呈する落ち込みとなっている。埋め土はにがい

黄褐色シル ト質粘上であり、含まれる黒褐色シル ト質粘土のプロックの大きさと量によって 4層に分層される。最

下層には焼土と戊化物の直径 1～ 2 clllの 小プロックがみられる。北壁寄りの掘り方では、埋め土中に焼土と炭化物

の小プロックが集中する箇所が 3箇所検出されており、北壁中央部に付設されていたカマドの撤去に関わるものと

考えられる。カマドが北壁中央部から東壁中央部に位置を変えて造 り直され、掘り方の掘削も行われていることか

ら、住居の建て替えが行われた可能性が高い。

[重複]SB l～ 3掘立柱建物跡、SD 2溝跡、小溝状遺構群に切られ、S14竪穴遺構、SX 4性格不明遺構を切

っている。

[出土遺物] 本竪穴住居跡は、今回検出された遺構のなかで最も遺物出土量の多い遺構である。

木面から土師器・土師器片13点、礫石器 1点が出土しており、周溝からは土師器片 9点、須恵器片 1点、砥石 1

点、打製石器 1点、礫石器 2点が出土している。カマド内では70点、東側煙道では 2点、北側煙道では 1点の上師



器片がみられ、掘り方の埋め土からは土師器片71点 と縄文土器片23点が出土している。また、床面で検出された 1

号土坑から土師器・土師器片54点、粘土塊 1点、各柱穴から6～ 20点の上師器片が出土しており、ビット9～ H・

13を除く、ほかのビットからも1～ 8点の上師器片と少量の縄文土器片、礫石器が出上している。

堆積上の 1～ 4層の出土遺物は、土師器・土師器片754点、須恵器・須恵器片 8点、粘土塊 5点、鉄滓 1点、縄

文土器片 1点である。

おもな出土遺物を第12～ 14図 に図示した。

第12図 1・ 2・ 4・ 5は堆積土の 1～ 3層 より出上したロクロ不使用の土師器不であり、 2・ 4・ 5の内面には

黒色処理が施されている。 1(C-9)は 丸底の外で、外面には輪積み痕が残り、器面が凹凸している。内外面と

もに磨滅しており、ココナデ調整が観察されるのみである。 2(C-14)は平底であるが、わずかに丸みを帯びて

いる。全体的にやや厚みがあり、大きさの割りには重量感がある。内面はヘラミガキ調整されているが、外面の調

整は磨滅により不明である。外面の口縁部上部には、磨滅のため切瞭ではないが、弱い凹みが観察される。 4(C
-5)はやや尖り気味の九底の外である。底部内面は弱く凹んでいる。内面を中心に赤みを帯び、黒色処理がかな

りぬけていることから、再酸化を受けたものと考えられる。内面はヘラミガキ調整されているが、上半部は磨滅に

よってヘラミガキ調整の単位が不明瞭である。外面はヨコナデとヘラケズリ調整であり、口縁部と体部の境にはヨ

ヨナデによる弱い稜が認められ、ケズリとケズリの間にも微弱な稜が観察される。小溝37の堆積土中から出土した

破片と接合している。 5(C-6)は 丸底の芥で、内面はヘラミガキ調整、外面はヨヨナデとヘラケズリ調整であ

る。日縁部と体部の境にはヨコナデによる稜が認められるが、 4に比べ稜の位置は低 く、また、日縁部の立ち上が

りは大きく開き、日径に対する器高の割合も小さい。

第12図 3(E-3)は 、堆積上の 1層 より出土した須恵器芥である。焼成は良好であり、器高に比べ底径が大き

く、回転ヘラ切りによる切り離しである。

第12図 8・ 9・ 10は堆積土中から出土したロクロ不使用の上師器甕である。 8(C-11)は 口縁部の上半と胴部

下半を欠損しており、残存部分が少ないため形態を把握することは難しいが、胴部上半が直立して円筒状を呈する

ことから、膨らみのない長胴形になるものと考えられる。日縁部の外面の調整はヨコナデであるが、内面は磨滅し

ており、調整の観察は不可能である。体部は外面がハケメ、内面はヘラナデである。内外面ともに赤褐色を呈して

いる。 9(C-15)は 口縁部の上半を欠損している。長胴形で、最大径の位置は中央部にある。底部には木棄痕が

残されている。磨滅が著しいため調整の観察は難しく、特に内面ではまったく観察できない。外面の調整は、体部

下半が縦方向のヘラケズリ、下端は横方向のヘラケズリである。本竪穴住居跡内のビット5か ら出土した破片と接

合している。10(C-16)は体部の下部を欠損している。長胴形で、最大径の位置は中央部付近にある。日縁部は

やや長 く、直線的に開いている。調整は磨滅によって明瞭ではないが、口縁部の内外面はヨコナデの後、ナデが行

われているものと判断される。体部外面は縦方向のナデ、内面はヘラナデの後、ナデである。

第12図の6と 7は床面より出土したロクロ不使用の丸底の上師器界であり、内面にはともに黒色処理が施されて

いる。 6(C-7)は 口縁部上端が弱く外反しており、内面はヘラミガキ調整、外面はヨコナデとヘラケズリ調整

である。外面のヨコナデとヘラケズリの間には、筋状の痕跡等は確認されず、指をあて器面を整えた程度のものと

考えられる。 7(C-8)の 内面はヘラミガキ調整であるが、外面は磨滅によって調整の観察は難しく、ヨコナデ

とヘラミガキおよびヘラケズリ調整が観察されるものの、ミガキとケズリの新旧関係は不明である。口縁部は弱く

外反して立ち上がっている。底部は大きく失われているが、体部下半にヘラケズリ調整が施されていることから底

部もヘラケズリと推定される。

第13図 1～ 5は 1号土坑より出土したロクロ不使用の土師器であり、 1・ 2の芥の内面には黒色処理が施されて

いる。 1(C-4)の 外は平底であるが、体部が強く弯曲して底部へと移行するため底部との境は不明瞭である。



内面はヘラミガキ調整、外面はヨコナデとヘラケズリ調整である。内面には酸化鉄が付着していることから、ヘラ

ミガキの単位を確認することはできない。外面のヨコナデとヘラケズリの間には、筋状の痕跡等は確認されず、指

をあて器面を整えた程度の調整と考えられる。本竪穴住居跡内の床面から出土した破片と接合している。 2(C―

3)は平底の外であるが、底部はわずかに九みをもつと考えられ、体部と底部との境は不明瞭である。口縁端部と

底部の一部を欠損する。調整は、内面はヘラミガキ、日縁部の外面はヨコナデである。体部の調整は磨滅のため不

粥である。接合した破片は、 1号土坑を切る後世のビット115か らも出土している。 3(C-12)は 口縁部と体部

の下半を欠損する甕である。日縁部側を上にした正位置の状態で出上しており、土坑内に設置されていた可能性が

高い。体部の最大径は、中央部よりやや下の位置にある。内外面ともに磨滅しており、特に外面の磨滅が著しく、

調整は観察できないが、体部の上端にヨコナデによると考えられる弱い稜が認められる。内面の調整の観察も困難

であり、上半にのみナデ調整が認められる程度である。ススやコゲの付着は観察されないものの、体部外面の下部

から中央部にかけてと、内面の上部は暗く変色しており、煤けたような色調を呈している。 4(C-13)は 口縁部

と体部下端から底部にかけてを欠損する、長胴形の奏である。最大径の位置は体部中央付近にある。歪みが著しく、

向きを変えると土器の傾きも変化する。外面の調整は口縁部がヨコナデ、頸部がヘラナデ、体部が縦方向のヘラケ

ズリであり、内面は日縁部がヨコナデ、体部はヘラナデである。ススやコゲの付着は認められないが、器面には黒

甕状の黒色の部分と、赤褐色の赤変した部分とが観察される。 5(C-10)は 口縁部と体部下端から底部にかけて

を欠損している。長胴形の姿で、最大径の位置は体部中央付近にある。全体的に歪みが認められる。日縁部の調整

は内外面ともヨコナデ、体部は外面が縦方向のヘラナデであり、内面はナデである。内面のヨコナデとナデの新旧

は不引である。外面にススの付着はないが、器面は煤けた色調であり、内面の色も暗い。

第14図 1～ 3は、使用による磨滅と損傷が認められる礫石器と、砥石である。 1(Kc-10)は 住居の床面から

出上している。1側面が平坦で、平面形が隅九三角形を呈する礫を素材としており、片面には磨痕が残されている。

3箇所の突出部分と長辺の 1箇所の計 4箇所に敲打痕が認められ、 a面右側の突出部の敲打痕が最も顕著である。

石材は安山岩である。 2と 3は住居の周溝より出上している。 2(Kc― H)は凹凸のある不整形の礫を素材とし

ており、片面に部分的な磨痕が認められる。また、 1側縁の中央部が突出した部位には、わずかな敲打痕が観察さ

れる。磨痕は確認される面の最も高い箇所にみられ、ゆるやかな凹凸がある。石材は珪質頁岩である。 3(Kd―

2)は折れた砥石の一端である。表裏両面と両側面が使用され、磨痕が観察される。 b面が最も頻繁に使用されて

おり、長軸方向に弯曲している。他の面には製作時の象J離痕が磨痕下に認められる。端面は使用されておらず、製

作時の象1離面が明瞭に残されている。石材は珪化褒灰岩が用いられている。
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第 12図  S11竪 穴住居跡出土遺物 (1)
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2.S12竪 穴住居跡 (第 15図 ,写真12-1～ 5)

調査区東壁際のほぼ中央部で発見されている。調査区内では住居の南辺側の幅1.1～ 1.3mと 、西辺が検出された

のみであり、大部分は調査区外 となっている。そのため北辺の状況やカマ ド、その他の施設などは不朔である。

[平面形・規模・方向] 平面形は、北東角が確認されていないものの、ほぼ隅丸方形を呈するものと推定され、

東西軸長4.72m、 南北軸長5.07mで ある。方向は、南辺を基準 としてE-6° 一Sであり、S11竪穴住居跡 と同一

方向である。

[堆積土] 検出面から床面までの深さは30～ 38clllで ある。堆積土は 5層に分層される。 1層、 2層はにがい黄褐

色のシル トである。 1層下面で小溝状遺構群の南北方向の溝跡が 4条検出されており (小溝48～ 51)、 小溝状遺構

群が形成された段階では住居跡が完全には埋没していなかったか、埋没後に 2層以下が圧縮され 1層が沈み込んだ

もののいずれかと考えられる。 2層は黒褐色の粘土質シル トのプロックを多量に含み、人為的堆積である可能性が

高い。 3層から5層は、灰責褐色、黒褐色、にがい黄褐色の粘土質シル トであり、自然堆積層 と考えられる。
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第 14図  S11竪 穴住居跡出土遺物 (3)
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[床面・壁面] 床面は検出された範囲内では、ほぼ平坦である。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、床面からの高さ

は最大で34.5cmで ある。

[柱穴と周溝]床 面で検出されたピット1と 2は ともに北半が調査区外に延びる部分的な検出であるが、位置関

係から主柱穴と判断される。主柱穴の平面形は、不整円形と推定される。床面からの深さは、確認された底面で、

69～ 76clllで ある。柱痕跡は確認されなかった。周溝は確認された壁際ですべて認められ、断面の形状はU字形を呈

している。床面からの深さは7.5～ 26clllで ある。
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第 16図  S12竪 穴住居跡出土遺物



[カマ ド] 調査区内で検出された住居の西辺 と南辺にはカマ ドは付設されていない。北辺もしくは東辺に設けら

れたと推測される。

[住居掘 り方] 住居の掘 り方は壁際に沿って溝状に確認され、北側の調査区壁際が落ち込んでいることから、住

居の中央部も掘 り込まれていたものと考えられる。掘 り方底面は全般的に凹凸が著しく、深さは15～ 40伽である。

[重複] SK10土坑、小溝状遺構群に切 られている。

[出土遺物] 本竪穴住居跡では、部分的な検出ということもあり、遺物の出土量は多 くはない。床面からの出土

は土師器甕 1点であり、周溝からは礫石器が 1点出土しているのみである。また、ビット1か ら縄文土器が 3点出

上しているが、周濤出上の礫石器 と同様に混入によるものである。

堆積上の 1～ 5層の出土遺物は、土師器片47点、須恵器片 6点、土製紡錘車 1点、縄文土器片 6点、礫石器 1点

であり、掘 り方の埋め土からは土師器片10点 と縄文土器片25点が出土している。

おもな出土遺物を第16図 に図示した。

第16図 1(C-17)は 床面より出土したロクロ不使用の土師器甕である。体部下半から底部にかけてのみ残存し

ており、他の部位はすべて欠損している。外面の調整はハケメ、内面はハケメ、ナデ、ヘラナデであるが、底部は

欠損 と磨滅により調整等の観察はできない。外面は赤変し、ススが付着しており、内面には漆 と考えられる付着物

がみられる。 2(P-4)は 約半分を欠損する土製の紡錘車である。厚さは1.5cm、 広端面の推定径は3.7mである。

表面の状態が良好ではな く、調整などの観察は難しい。 3(Kc-2)は 磨面の観察される礫石器である。表裏両

面および両側縁、上下両端縁 と、ほとんどの面が磨 られており、 a面の左側縁に自然面がわずかに残されるのみで

ある。上下両端縁の磨面は著しく、やや平坦な面を形成している。石材は凝灰岩である。 4(Kc-1)は 安山岩

の扁平な角礫を素材 とした、表裏両面に磨痕が観察される礫石器である。扁平な角供の表裏両面の周縁にまばらな

崇」離が施され、角が落とされている。磨痕は表裏両面 とa面の下端縁に観察される。 a面中央の磨痕は右上がりの

条線状のキズを伴い、左斜め下の磨痕には右下がりの擦痕が認められる。 a面の右側面は欠損面である。

3.S13竪 穴住居跡 (第 17図 ,写真12-6～ 8)

調査区の南東角で発見された竪穴住居跡であるが、住居の一角 と主柱穴のひとつと考えられるビットが確認され

たのみで、大部分は調査区外へ延びている。そのためカマ ドの有無や位置、その他の施設などについては不引であ

る。出土遺物も多 くはない。

[平面形・規模・方向] 平面形は方形を呈するものと推測されるが、東西および南北の軸長はともに不明である。

方向は南西から北東へ延びる辺を基準としてN-45° 一Eであり、S11竪穴住居跡、S12竪穴住居跡 と大きく異な

っている。

[堆積土] 検出面から床面までの深さは16～ 21.5clllであり、堆積土は 5層に分層される。 4層 と5層は住居の壁

際に部分的に分布する層であり、住居の床面は 3層に覆われている。 1～ 3層は黒褐色からにがい黄褐色のシル ト

質粘上である。 3層の下面には部分的に炭化物が認められる。 1～ 5層 には人為的堆積を推測させるような多量の

プロック等は確認されず、S11竪穴住居跡、S12竪穴住居跡 とは堆積状況が異なっている。

[床面・壁面] 床面は検出された範囲内ではほぼ平坦である。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、床面からの高さは

最大で21.5clllである。

[柱穴 と周溝] 床面で検出されたビットは、一部調査区外 となるものの、ほぼ全体が確認され、住居内の位置関

係から主柱穴 と判断される。平面形は不整円形で、床面からの深さは76伽である。長軸 17clll、 短軸 14clllの 円形に近

い柱痕跡が確認された。周溝は確認範囲内すべてで認められ、断面形状はU字形を呈している。床面からの深さは

H～ 18clllで ある。堆積土はにがい黄褐色のシル ト質粘上であり、基本層位の第Ⅳ層を小プロック状に含んでいる。



遺穂名 層位 土    色 土   性 備 考

10YR4/2反苦格角 ンル ト暫瑞 十 10YRR/2塁褐色 シル ト管結 十をプロ ック状 にわずかに合 持

2 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 層上部 に10YR4/2灰貢褐色 ンル ト質粘土 を粒状 に含 み下部 に特 に多 い

6 10YR5/3にぶい責褐色 シルト質粘土 4層 を小 プロ ック状 に含 む 周溝堆橋土 .

7 10YR5/4にぶい昔褐色 ンル ト暫粘 十 10YR5/3にぶい昔褐色 シル ト暫濡 十を小 プロ ック状 にわずか に合 tr

8 10Y誦/4に ぶい貢椅色 ンル ト質粘土 10YR5/3に ぶい貢褐色シル ト質粘土を小ブロツク状にわすかに含fF下部に下層のプロックを含み 底面は四凸力署 し叫

1 10YR5/3にぶい黄llB色 シルト マ ンガ ン粒 をわずかに含 む

2 10YR4/Rにぶい昔楊色 結十管 シル ト 炭化物 を微量含む しまりなし 柱痕跡

3

第 17図  S13竪 穴住居跡平面図・断面図

Eカ マ ド] 調査区内で検出された範囲内ではカマ ドは確認されず、有無についても不明である。

[住居掘 り方] 掘 り方の深さは11～ 20cmであり、底面には全般的に凹凸が著しい。埋め土はにがい責褐色のシル

ト質粘上であり、下層には基本層位の第Ⅳ層および第Va層のプロックが認められる。

[重複] 小溝状遺構群に切られている。

[出土遺物] 本竪穴住居跡からの遺物の出土量は少ない。堆積土中より上師器片28点、縄文土器片25点、打製石

器 3点、掘 り方の埋め土から土師器片 8点、縄文土器片17点、礫石器 1点が出土しているのみで、混入と考えられ

るものが多い。また、主柱穴 と考えられるビットからも土師器片が 4点 出土しているが、推積土および掘 り方出土

遺物 と同様にいずれも細片であり、図および写真を掲載するまでにはいたらなかった。

4.S14竪 穴遺構 (第 10図 ,写真 6-3)

調査区北半のほぼ中央部で検出されているが、S11竪穴住居跡に切られ大部分が失われている。そのため、わず

かに残存する部分から竪穴住居跡の可能性も考えられるものの、主柱穴 と特定されるビットやカマ ドは検出されず

根拠に乏しいことから、竪穴遺構 として扱うこととした。

[平面形・規模・方向] 平面形は南北に長い長方形 と推測され、西辺はS11竪穴住居跡の西辺 と重複している。

南北軸長は5.83mであり、東西軸長は4.12mと 推定される。方向は、南辺を基準 としてE-10° 一Sである。

[堆積土] 検出面から床面までの深さは16～ 21.5cmで ある。堆積土は、にがい黄褐色のシル ト質粘上である。

[底面・壁面] 検出された底面は、壁面から移行した部分のみの残存であるため、状態は不明である。壁面は検

出された範囲内ではゆるやかに立ち上がっている。

[柱穴 と周溝] 柱穴の有無は不明であり、周溝は確認されていない。

[重複] SB l～ 3掘立柱建物跡、S11竪穴住居跡、小溝状遺構群に切られている。

[出土遺物] 出土遺物は少な く、堆積土中より上師器片が 5点出土しているのみであり、図および写真を掲載す

るまでにはいたらなかった。



第 3節 土坑

今回の調査によって発見された土坑は10基である。各土坑からの出土遺物は少なく、遺物が出上しない土坑もあ

ることから、時期不明なものが多い。

1.SK l土坑 (第 18・ 19図 ,写真13-1・ 2)

調査区中央部の東側で確認された土坑である。平面形は長軸76cm、 短軸68clllの ほぼ円形に近 く、深さは15clllで あ

る。断面形は大きく開いた、浅いU字形を呈しており、底面には若千の凹凸が認められる。堆積土は暗灰黄色のシ

ル トであり、褐色の粘土質シル トをプロック状に含んでいることから人為的堆積 と考えられる。

底面中央から痛平な礫が 1点出土しているが、使用による磨痕や損傷などの痕跡は確認されなかった。他に遺物

は出上していない。

小溝状遺構群の小溝18に切られている。

2.SK 2土坑 (第 18,19図 ,写真13-3・ 4)

調査区中央部で確認された土坑である。長軸 1 15clll、 短軸 107clllの 、西側に張 り出す不整円形で、深さは35ctllで あ

る。断面形は開いた逆台形に近 く、中位に屈曲点がある。底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層 に分層され、暗灰

黄色のシル トである上層に、褐色の粘土質シル トがプロック状に認められることから、人為的堆積 と考えられる。

遺物は出上していない。

3.SK 3土坑 (第 18・ 19図 ,写真13-5・ 6)

調査区中央部で確認された土坑であり、SK2土坑の西側に位置する。平面形は長軸 189clll、 残存短軸 152clllの 楕

円形で、深さは74clllである。断面形は逆台形を呈しており、底面はほぼ平坦である。堆積土は 4層 に分層されるが、

推積上の大部分を占める 1層 に、にがい黄褐色の粘土質シル トをプロック状に含んでいることから、人為的堆積 と

考えられる。 3層は自然堆積層であり、 4層は土坑壁面の崩落土である。

堆積土中より上師器片H点、須恵器外片 1点、縄文土器片 4点が出土しているが、いずれも細片であり、図、写

真を掲載するまでにはいたらなかった。

4.SK 4土坑 (第 18・ 19図 ,写真13-7・ 8)

調査区中央部のやや南側で確認された土坑である。平面形は楕円形 と推定されるが、攪乱によって西側が失われ

ている。残存長軸 166clll、 残存短軸133clllで、深さは68clllで ある。断面形は大きく開いた字形を呈しており、底面に

は凹凸が認められる。堆積土は暗灰黄色のシル トであり、にがい黄褐色の粘土質シル トをプロック状に含んでいる

ことから人為的堆積 と考えられる。

SK 5土坑および小溝状遺構群の小溝10を切っている。

堆積土中より上師器片 1点、縄文土器片 2点、崇J片石器 1点が出上している。象J片石器は削器である。第20図 2

に図示した (Ka-1)。 表面に自然面を残す縦長象J片 を素材 としている。 a面の右側面は素材剣片を崇1離する際の

同時割れによる面である。 a面左側縁に表裏両面からの細部調整が施されており、刃角は60～ 80度である。また、

末端には、主にb面からa面への細部調整がわずかに施されている。角度は a面左側で約75度である。器体中央の

稜線には磨滅が観察される。石材は珪質頁岩である。
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5,SK 5土坑 (第 18・ 19図 ,写真14-1・ 2)

調査区中央部のやや南側で確認された土坑である。SK4土坑 と攪乱に切 られ、平面形は不明である。残存長軸

127clll、 残存短軸 1 12cIIlで、深さは46clllで ある。底面には段差があり、南側が一段低 くなっている。堆積土は灰黄褐

色の粘土質シル トであり、褐色の粘土質シル トをブロック状に含んでいることから人為的堆積 と考えられる。

遺物は出土していない。

6.SK 6土坑 (第 18・ 19図 ,写真14-3・ 4)

調査区東側の北壁に近い位置で確認された土坑である。長軸 107cm、 短軸75clllの不整円形で、深さは 9 cmで ある。

断面形は浅いU字形を呈しており、底面はほぼ平坦である。堆積土は上層が黒色の炭化物層であり、中層、下層は

暗褐色、灰黄褐色の粘土質シル トである。中層、下層は炭化物、焼土粒を含んでいる。

堆積土中より土師器片10点、須恵器芥片・甕片各 2点、砥石 1点が出上している。砥石を第20図 3に図示した

(Kd-1)。 a、 b両面 とa面の右側面に使用による磨痕が残されている。 a面中央には長軸方向に浅い溝状の凹

みが認められ、凹み内には粗い擦痕が観察される。石材は珪化褒灰岩である。

7,SK 7土坑 (第 18・ 19図 ,写真14-5・ 6)

調査区の北東隅で確認された土坑であり、検出は部分的で、さらに北側へ延びるものと考えられる。長軸62cm以

上、短軸73clllで あり、平面形は不整円形もしくは不整橋円形 と推定される。深さは14伽である。断面形は浅いU字

形を呈しており、底面はほぼ平坦であるが、東側に落ち込みがみられる。堆積土は暗褐色およびにがい黄褐色の粘

土質シル トである。

堆積土中より上師器片が 9点出土している。第20図 1に ロクロ不使用の上師器甕を図示した (C-1)。 底部か

ら体部下半にかけての破片である。外面の調整は体部下端に横方向のケズリが観察されるのみであるが、輸積みの

凹凸が残っている。内面のナデ調整は粗 く、器面はなめらかではない。底部には 2枚の葉を重ねた状態の圧痕が認

められる。

8,SK 8土坑 (第 18・ 19図 ,写真14-7・ 8)

調査区中央部の北壁際で確認された土坑である。長軸77clll、 短軸76clllの 円形で、深さは32伽である。断面形はや

や開いたU字形を呈しており、底面には若干の凹凸がみられ、北側にはビット状の落ち込みがある。堆積土は上層

が黒褐色の粘土質シル トであり、下層はにがい黄褐色のシル トである。

SX 3性格不明遺構 と小溝状遺構群の小溝44を切っている。

堆積土中より上師器片 4点が出土しているが、いずれも細片であり、図化するまでにはいたらなかった。

9,SK 9土坑 (第 18・ 19図 ,写真15-1・ 2)

調査区西側の北壁に近い位置で確認された土坑である。長軸 86clll、 短軸75clllの 不整円形で、深さは17cIIlで ある。

断面形は浅いU字形を呈しており、底面はほぼ平坦であるが、西側に小さなビット状の落ち込みがみられる。堆積

土は黒褐色、暗褐色、にがい黄褐色のシル ト質粘土である。

出土遺物は少な く、堆積土中より上師器片が 2点出上しているのみである。いずれも細片で、図化するまでには

いたらなかった。



SKl
A         A′

斡

920m

斡

斡 劾 菱

920m

A
卜 920m

Ｋ

　

　

　

　

ｌ

A′

トー920m

%

SK9

A           A′
930m

A′

トー 920m

0
o                   2m

十 色 土  性 備 考

SKl 1 25Y5/2 暗灰黄色 シ,レ ト 人為堆積土.10YR4/4褐 色粘土質シルトを直径5cll以下のプロック状に含む マンガン粒,酸化鉄斑を少量含 tr

SK2 ユ 25Y5/2 暗灰貢色 ,レ ト 人為地積± 10YR4/4褐色粘土質シル トを直径5cm内 のプロック状に含む lcm内のマンガン粒 を少量含む

2 10YR4/3に ぶい琶褐色 粘土質シル ト

SK3 1 10YR5/2灰黄褐色 シルト 人為堆積± 10YR5/31こ ぶい黄褐色粘土質シルトを5 cn内 のプロック状に含■ 酸化鉄斑,マ ンガン粒を少量含よ

2 10YR5/2灰責褐色 ンルト

a 10YR5/1褐 灰色 ンフレⅢ 自然蜂稽層カ

4 ЮYR5/2灰責褐色 粘土質 シル ト 酸化鉄斑 を多量に含む 壁面崩語土か

SK4 1 25Y5/2 暗灰貢色 シル ト 人為堆積土.10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質シルトを直径3～5cmのブロック状に含■ マンガン粒 を少量含d

SK5 25Y5/1 灰責色 粘土質 シル ト 酸社鉄群 をブロ ック状 に含 む

2 10YR5/2灰黄褐色 粘土質 シル ト 大な」t繕+ 10YR4/2反首褐角粘上管シルトを3cm内 のプロック状に含■ 酸化鉄斑を多量に,マンガン粒を少量含よ

SK6 1 10YR17/1 黒 色 シルト 炭化物層 直径lcm以内の焼土ブロックを含む

2 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 古容 5mm内 の炭化物 粘土ブロ ックを全体 的に含 む

3 10YR4/2灰黄褐色 粘土質 シル ト 焼土粒 を微量含む

SK7 1 10YR3/3暗褐色 承 十管 シル ト 直径5cm内 のにぶい黄褐色プロックを少量合む 炭化物粒 をわずかに含む

10YR4/3にぶい貢褐色 粘土質シル ト 直径lcm内のにぶい責褐色プロックを多量含む

SK8 1 10VR3/2里褐色 粘土質 シル ト 一部にこぶし大の1硯駅5/4にぶし演褐色プロックを含ム全体的に同小プロッタを多く含t・ 炭化物粒をわずかに含tr

10YR5/4にぶい黄褐色 シ,レ ト プロック状 を呈す る

SK9 1 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 わずかに10YR5/3にぶい責褐色 シル トを粒状に含む

2 10VR3/3陪褐色 シルト質粘土 10VR5/Rに ぶい昔褐色 シル トを粒状 に多量 に含 む

3 10YR5/3にがい貢褐色 シルト管粘土 10YR3/3暗褐色シル ト質粘土を粒状にわずかに含む

SK10 I 10YR4/3にぶい黄褐色 十暫 シル ト 2帥内のにぶい責褐色土を少量含み 焼土プロックを多量に含む 炭化物粒 をわすかに含む

第 19図  SKl～ 10土坑断面図



10。 SK10土坑 (第 18,19図 ,写真15-3・ 4)

調査区南部の東側に位置している。南壁がS12堅穴住居跡の南壁 とほぼ重複しており、S12竪穴住居跡の掘 り込

み作業中に別遺構であることが判明した。そのため調査によって大部分が失われ、残存部のみの記録 となった。残

存長軸65銅、残存短軸48clllの 円形に近い平面形で、深さは45clllで ある。断面形はU字形を呈するものと推測される

が、ほぼ平坦な底面からの立ち上がりにはわずかな段差がみられる。堆積土はにがい黄褐色の粘土質シル トであり、

焼土プロックを多量に含み、炭化物粒もわずかに認められる。

S12竪穴住居跡を切っている。

堆積土中より上師器甕片 3点が出土しているが、いずれも細片であり、図化するまでにはいたらなかった。
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第 4節 溝跡

今回の調査によって発見された溝跡は 3条である。SD l溝跡は残存状況は良好ではないが、調査区を横断して、

さらに東西に続 く溝跡 と推定される。他の 2条は小規模な溝跡である。

1.SD l溝跡 (第 24・ 25図 ,写真 2-1・ 3、 15-5・ 6)

調査区の南部で確認された溝跡である。東西方向に調査区を横断して直線的に延びているが、深さは一定ではな

い。そのため、後世の削平によって、浅い部分は残存せず途切れ途切れの状態で検出されたが、堆積上の検討から

同一の遺構 と判断することが可能であった。上端幅26～91伽、下端幅19～ 67釦、深さ1.0～ 23.5伽 である。底面は

凹凸が著しく、所たに不整楕円形の深い落ち込みがみられる。底面のほぼ全面には、平面形が半月形もしくは楕円

形に近い土木具の痕跡が残されている。方向はE-6° 一Sである。検出長は24.5mであるが、さらに調査区外の

東西へ延びるものと考えられる。断面形は、浅いところでは大きく開いたU字形を呈し、深い箇所では逆台形を呈

している。堆積土は基本層第Ⅱ層以下の土壌を含む程度によって大別 2層 に分層され、下部に基本層のプロックが

多量に含まれる。

堆積土中より、弥生時代後期 と考えられる弥生土器片 1点、土師器片 2点、礫石器 1点が出上している。土器片

はいずれも細片であり、図、写真を掲載するまでにはいたらなかった。第22図 3には片面に磨痕が残された礫石器

を図示した (Kc-5)。 珪化木を石材 としており、珪化木の年輪界に沿って割れた、わずかに弯曲する面 1面に磨

痕が観察される。

2.SD 2溝跡 (第21図 ,写真15-7・ 8)

調査区中央部のやや北側で確認された溝跡である。長さ 3m21clll、 上端幅50～ 76clll、 下端幅30～39伽の規模で、

深さは14～ 24cIIlで ある。底面はほぼ平坦であるが、南半には小さな落ち込みがみられる。方向はN-14° 一Eであ

る。断面形は逆台形を呈している。堆積土は 2層 に分層され、 ともに暗褐色のシル ト質粘土であるが、下層は基本

層第Ⅱ層以下のプロックを多量に含んでいる。

S11竪穴住居跡 と小溝状遺構群の小溝35を切っている。

堆積上の 1層 中より上師器・土師器片10点、須恵器外・芥片 2点が出土している。第22図 1に上師器界を図示し

(D-1)、 2には須恵器芥を図示した (E-1)。 D-1は ロクロを使用した土師器界である。内面にはヘラミガ

キ調整が観察され、黒色処理が施されている。全体的に磨滅が著しく、底部も磨滅により不粥である。E-1は 焼

成良好な須恵器界である。器高に比べ底径が大きく、回転ヘラ切 りによる切 り離しである。

3.SD 3溝跡 (第21図,写真16-1・ 2)

調査区東側の北壁寄 りで確認された溝跡である。長さ l m98clll、 上端幅19～ 21clll、 下端幅 9～ 1 3clllの 小規模な溝

跡で、深さは 5 clll前 後である。底面はほぼ平坦で、中央部に小さな落ち込みが認められる。方向はN-39° 一Wで

ある。断面形は浅いU字形を呈している。堆積土は単層で、灰責褐色の粘土質シル トである。小溝状遺構群の推積

土 とは異なっており、小溝状遺構群に特徴的な黒褐色や暗褐色のシル ト質粘上の混入もみられない。

遺物は出土していない。
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遺穂名 層 位 土    色 土  佐 偏 考

SDl 10YR4/2灰責褐色 粘土質 シル ト 直径 l cll程の酸化鉄斑 とにぶい責褐色粘上質 シル トをプロ ック状 に少量含 む

10YR4/2灰黄褐色 粘十暫 シル ト 古終 l rm癬 の酸イ監鉄群 とにぶい昔梱色粘 十暫 シル トをプロ ック状 に姦畳含 tF

2 10YR5/4にぶい貢褐色 粘土質 シル ト 直径 5 cm内 の10YR4/2灰貢褐色粘土質 シル トをプロ ック状 に少量含 む

SD2 1 10YR3/8階褐色 ンルト管粘土
2 10YR3/4暗褐色 シル ト暫汁 十 にぶい音梱色粘 十暫 シル トをブロック状 にあ畳 に合 む

SD3 1 10YR4/2灰貢褐色 粘土資 シル ト 小澪状遺構群堆積土 とは異 な り,黒褐色上の罷人 はない 基本層 に類似す る

SXl I 10YR3/4階褐色 こンルト マ ンガ ン粒 を徽量 に含 む

2 10YR3/3暗褐色 粘 十暫 シル ト にぶい音褐色 シル トをプロック状 に少畳含 む

3 10YR4/3にぶい貢褐色 ンル ト マンガン紅 を少量に含む

SX2 l 10YR5/2灰責褐色 シルト質粘土 ЮYR3/2黒褐色 シル ト質粘上 をブロック状 に含 む .

SX3 1鋭Rク1褐灰色 ンル ト菅粘 十 OYR含/2塁梱任 シル ト暫粘 十を小 ブロック状 に合み.炭化物 を含 む

第21図  SD2・ 3.SXl～ 3平面図 。SDl～ 3, SXl～ 3断面図
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第 5節 性格不粥遺構

今回の調査では、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、土坑、溝跡、小溝状遺構群、ビットなどのほかに、平面形が不定

形で底面の一定しない落ち込みが 3基確認された。それらを一括し、性格不明遺構 として報告する。

1.SX l性格不 明遺構 (第21図 ,署真16-3・ 4)

調査区南部の東側で検出された遺構である。長軸232伽以上、短軸H7clllの不整精円形 と推測され、深さは23clllで

ある。底面がゆるやかに窪んだ遺構であり、断面形は大きく開いたU宇形を呈している。堆積土は暗褐色の粘土質

シル トと、にがい責褐色のシル トである。

小溝状遺構群の小溝 2に切られている。

堆積土中より縄文土器片が 1点出上している。

2.SX 2性格不明遺構 (第21図 ,写真16-5・ 6)

調査区東側の北壁寄 りで検出された遺構である。長軸88clll以 上、短軸86clllの 不整形で、深さは 9 cmで ある。底面

は凹凸が著しい。堆積土は単層で、灰賣褐色のシル ト質粘上である。

小溝状遺構群の小溝28・ 29に切 られている。遺物は出土していない。

3.SX 3性格不明遺構 (第21図 ,写真16-7・ 8)

調査区西側の北壁寄 りで検出された遺構である。長軸137clll以上、短軸■6cmの不整円形で、深さは14御である。

底面には凹凸があり、西側に小さな落ち込みがみられる。堆積土は褐灰色もしくは褐色のシルト質粘土であり、炭

化物を含んでいる。

SK8土坑に切られている。遺物は出上していない。
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第 6節 小溝状遺構群

調査区北半を中心 として、一定の間隔をおいて平行する細い溝跡が52条検出されている。同様な溝跡群は大野田

地区周辺で多 く確認され、「小溝状遺構群」 と呼称されている。その性格については、畑の耕作に関わる何 らかの

痕跡 と理解されている。本調査においてもこれらの溝跡群を小溝状遺構群 として一括して捉え、それぞれの溝跡の

呼称については、他の溝跡 と区別するため「SD」 の遺構略号は使用せず、「小溝○」として報告している。

本調査で検出した小清状遺構群には東西方向の一群 と南北方向の一群がみられる。切 り合い関係では南北方向よ

り東西方向の一群が新しく、東西方向の条数がより多 く確認されている。

1.東西方 向の小滞状遺構群 (第23・ 24図 ,写真 2-1～ 3)

東西方向の小濤状遺構群は、おもに調査区のゴヒ半に分布している。南半では西側にわずかに分布し、東側では痕

跡的に確認されたのみである。検出された溝跡は40条であり、それぞれの溝跡の計測値を第 7表に示した。検出長

は0.85～ 12.22m以上、幅は10～ 48clllで 、深さは浅い溝が 1～ 4.5clll、 深い溝が 4～ 28.5cmである。断面形はU字形

もしくは開いたU字形を呈している。溝と溝 との間隔は心心距離で約0.8～2.4mである。

堆積土には黒褐色もしくは暗褐色のシル ト質粘上を主体とするものと、にがい責褐色もしくは灰黄褐色のシル ト

質粘土を主体 とするものとがみられるが、互いにそれぞれをブロック状に含んでいることから、どちらが主体的で

あるかの違いによるものであり、類似した堆積状況を示している。

それぞれの溝跡からの出土遺物は全般的に少な く、40条のうち26条では遺物は出土していない。遺物が比較的多

く出土している溝跡は小溝 15、 35～40で あるが、いずれもS11竪穴住居跡を切っていることから、出土遺物のほと

んどは、本来はS11竪穴住居跡に属していた遺物の混入によるものと考えられる。残 りの 7条の溝跡からは土師器

片が 1～ 3点出上しているのみである。第26図 の遺物は、小溝37か ら出土した土師器芥 と小溝39出上の礫石器であ

る。第26図 1は ロクロ不使用の上師器外であり、丸底で、日縁部が軽 く屈曲している。内面には黒色処理が施され

ている。調整は外面の口縁部がヨコナデ、内面はミガキ調整である。外面の体部調整は磨滅により不引である。 2

はやや扁平で棒状の礫の一端に敲打痕が残された礫石器である。敲打痕はわずかな損傷 として観察され、認められ

る部位は、長軸の一端 とc面の一端である。石材には凝灰岩が用いられている。 3は馬平な円盤状の礫の片面に磨

痕が認められる礫石器である。磨 り面には大別して 2方向の線状痕が観察される。石材はデイサ/卜 である。

2.南北方 向の小溝状遺構群 (第 23・ 24図 ,写真 2-1～ 3)

南北方向の小溝状遺構群は、調査区北西端で検出された小溝45を 除き、すべて調査区の南半に分布している。し

かし南半中央部では検出されず、西側で 3条、東側で 8条確認されている。検出された溝跡は計12条であり、それ

ぞれの溝跡の計測値を第 8表に示した。検出長は1.26～ 5,30m以 上、幅は12～ 35clllで 、深さは浅い溝が3.5～ 4.Oclll、

深い溝が17.5伽である。断面形態はU字形 もしくは開いたU字形を呈している。滞 と溝 との間隔は心心距離で0.8

～3.2mである。

堆積土には、黒褐色もしくは暗褐色のシル ト質粘上を主体 とするものと、にがい黄褐色もしくは灰黄褐色のシル

ト質粘土、粘土質シル トを主体とするものとがみられ、互いにそれぞれをブロック状に含んでおり、東西方向の一

群 と類似した堆積状況である。

それぞれの溝跡からの出土遺物は少なく、12条のうち 7条では遺物は出土していない。遺物が比較的多 く出上し

ている溝跡は小溝 1であるが、土師器片 6点 と縄文土器 3点の計 9点である。それ以外の 4条の溝跡からは土師器
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片が 1点ずつ出土しているにすぎない。なお、S12

住居跡の堆積土から出土した破片と接合しているこ

跡に属していた遺物の混入と考えられる。

0                          10cm

堅穴住居跡を切る小溝49か ら出土した土師器不片は、S12竪穴

とから、小溝50、 51出土土師器片を含め、本来はS12竪穴住居
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26図 2 離 凝灰岩 小蔦 39 1層 114 267 1773 22-1

26Б瑠 3 小溝39 1層 132 7R01 22ワ

第26図 小溝状遺構群出土遺物

第 6表 SDl清 跡,小溝状遺構群土層注記表

小 プ ロック

ンルトを/1ヽ プロック状にまtFら に

シルトを小プロック
ロック状にまばらに

とぶい責褐色シル ト質粘上を小プロック状に含み下部に顕著である

ルトを/1ヽ プロック状にまばらに

にぶい黄褐色シル ト質粘土を粒状にまばらに

3にぶい黄褐色 シル ト質粘土を粒状にまばらに含む 旋化物片をわずかに

シル ト質粘土を小プロック

ロック状に

にぶい黄褐色シル ト質粘土を小ブロック状に

10YR5/3にぶい責褐色シル 小プロック状に
10YR5/31こ ぶヤヽ ブロック状に含む 底面にわずかに土

シル ト賓粘土をプロック状に

51t内 の 10YR4/3に ぶい ンルトをブロック状に
シル ト質粘土をブロック状に含む 両

/1ヽ プロック状|こ まばらに
プロック】夫に

黒褐色 シル ト質粘土を小ブロック状に含む 底面にわずかに凹凸あ り

にぶい黄褐色シル ト質粘土をプロック状に多 く

ンル ト質粘土 をプロ ック

10YR5/3にぶい黄褐色 シル トをプロック状および粒状に

10YR3/1黒褐色 シル ト質粘土を小ブロック状に含む 底面に土木具痕あ り 凹凸著 しい

ル トをプロック

10YR4/1褐灰色 シル ト 土をブロ ック

10YR4/1褐灰色 シル ト暫絡 十をプロ ック状 に



遺構名 長 さ (m) 幅 (cm) 深さ (cm) 方  向 遺構名 長 さ (m) 幅 (clll) 深さ (cm) 方  向

/1ヽ禅阜7 (2.72) 16～ 34 5.5 E-8.5° 一S /1ヽ I毒28 6.63 18-32 4-15.5 E-8.5° 一S

/1ヽ平毒8 5.27 24-35 4～ 7 E-7° 一S /1ヽ I毒29 8.39 21-36 11-19.5 E-10° 一S

小溝 9 1.93 18-25 3.5 E-9.5° 一N 小溝 30 2.92ウ火」と 16-41 3 E-8° 一 S

/1ヽ I寺 10 (6.10) 28-37 6～ 10 E-6.5° 一S 小溝31 1.63以上 20^▼ 24 1´
ヤ7 E-2° ―S

小溝11 5.86と火」と 25-46 5-14.5 E-11.5° 一S 小溝32 ■04以上 11-28 3.5-10.5 E-6.5° 一S

/Jヽ平毒12 2.30 23-35 3.5^ヤ 6 E-45° 一N 小溝33 0.99 15-19 2.5 E-2.5° 一S

/Jゞ毒13 434 18-36 2.5-5 E-5,5° 一S /Jヽ溝34 3.02 20-35 3-6 E-13° 一S

/1ヽ 溝 14 2.66 20-33 1-4.5 E-8° ―S /Jヽ溝35 (8.06) 17´Ψ44 7´ヤ20.5 E-7° 一S

小溝15 6.17以 上 34-46 4.5^Ψ 19.5 E-8.5° 一S 小溝36 3.54 29-45 10^Ψ 18 E-5° 一S

小溝17 0,85 19´レ23 5.5 E-14.5° 一 S 小溝37 12.0以上 21-46 6.5-26 E-9° 一S

小溝18 1,48 24-28 7～ 10 E-8° 一S 小溝38 6.21 26-48 6～ 245 E-5.5° 一S

小溝19 5.24 10-32 4-12.5 E-6.5° 一S /1ヽ i毒39 12.2以上 17-33 6-20.5 E-5° 一S
E-14.5° 一S

/Jゞ毒20 2.50 20-24 3.5-4.5 E-5.5° 一 S /1ヽ習尊40 1.98 26´Ψ34 6´
ヤ17 E-1■ 5° 一S

小溝21 4.09 15-32 3.5-5 E-6° 一S /1ゞ毒41 3.45'火」L 20-29 3-3.5 E-45° 一S

/Jヽ溝22 1.51 23-38 3 E-9° 一S /1ヽ雷写42 2.4以上 27-32 6-12 E-16.5° 一S

小溝23 3.12 25-32 3-5.3 E-8.5° 一 S /Jヽ習写43 2.87'大」L 25´Ψ28 4～ 8 E-10° 一 S

小溝24 2.36 21-30 2.5-9 E-6.5° 一S 小溝44 (2.25) 26-29 6-17 E-14° 一S

/Jヽ習写25 5.75 19-32 2.5^ヤ 8.3 E-7.5° 一 S /Jヽ将写46
つ
υ 15-23 2～ 4 E-19° 一S

/1ヽ i毒 26 2.38 22´ヤ36 3.5-4 E-6° 一S /Jヽ翼尊47 2.42以上 23-34 2.5-7 E-9° 一S

小溝27 4.48 23-54 4～ 28.5 E-10.5° 一S /1ヽ将尊52 0.34以 上 25-30 17 E-2.5° 一S

第 7表 東西方向の小溝状遺構群計測表

第 8表 南北方向の小清状遺構群計測表

遺構名 長 さ (m) 幅 (cm) 深さ (clll) 方  向 遺構名 長さ (m) 幅 (cm) 深 さ (cm) 方  向

小溝 ユ 4.61以上 24-35 6～ 9 N-6.5° ―W /1ヽ溝16 4.17 12´V33 6-10.5 N-5° 一E

小溝 2 5.30'次」と 19-26 4.5-11.5
N-5° 一W
N-6° 一E 小溝45 0.98'火」と 17-21 3.5-4 N-5° 一E

月ヽ洋争3 1.26 17-25 6.5-10.5 N-0° 一E /1ヽ醤手48 ■21以上 20-27 9 N-3° 一E

小溝 4 3.01 16～ 34 3´
Ψ6 N一 ■5° 一W 小溝49 ■20以上 17-25 9.5 N-6.5° 一W

小溝 5 18.2 22-28 3.5^ツ 6 N-4° 一W /1ヽ督写50 0.58'ス」L 28´ヤ32 10.5 N-7° 一W

/1ゞ毒6 5,49 14～ 34 3-4.5 N-10.5° 一E /Jヽ溝51 0.33'ス」L 27～34 17.5 N-3° 一E



第 7節 基本層出土遺物

今回の調査では、これまでの報告以外に、基本層から縄文土器、土師器、須恵器、陶器、磁器、土製品、打製石

器、礫石器、金属製品等が出土している。その主な遺物を第27図 と第28図、および写真20、 写真22に掲載した。以

下、各層出土遺物の概要について記述する。

1.第 I層出土遺物 (写真22-8～ 11)

盛土以前の旧耕作土である基本層第 I層からは、縄文土器片150点、土師器片38点、須恵器片18点、陶器 。磁器

片13点、金属製品 6点、打製石器 3点、礫石器 2点などが出上している。写真22-8～ 11は第 I層出上の陶器・磁

器片である。

写真22-8(J-1)は 中国産の磁器であり、染付の碗口縁部の破片である。16世紀末から17世紀前半頃のもの

と考えられる。 9(J-2)は 肥前産の白磁碗の体部破片である。染付の無紋部分と考えられる。江戸時代のもの

であるが、時期は限定できない。10(I-1)は小野相馬の陶器であり、鉢と考えられる口縁部の破片である。淡

青色の上釉に飴釉流しであり、18世紀頃のものと考えられる。■ (I-2)は大堀相馬の陶器であり、瓶類の破片

で、土瓶の可能性がある。白濁釉が施されており、19世紀頃のものである。

2.第 I層出土遺物 (第27図 1・ 6,第28図 1～ 4,写真20-1・ 6,写真22-3～ 6)

第I層は 2層に細分されるが、出土遺物に関しては一括して取 り扱うこととする。層中からは、縄文土器片75点、

土製品 1点、石鏃 1点、礫石器 3点などが出上している。縄文土器片は地文のみのものが多く、いずれも細片であ

ることから、特徴的な文様をもつ口縁部破片であるA-1のみを第27図に図示した。また、土製品、石鏃、礫石器

についても第27図および第28図に図示している。

第27図 1(A-1)は 縄文土器深鉢の口縁部破片であり、基本層位第Ⅱb層 と第Ⅲ層から出土した破片が接合し

ている。沈線内に深い刺突がみられ、口唇部には工具を斜めに当てて刻み目が施されている。口縁部上端は肥厚し

ている。後期前葉南境式期のものと考えられる。なお、基本層位第Ⅲ層から出土した遺物はきわめて少なく、この

縄文土器片 1点のみである。

第27図 6(P-1)は 土器片を素材とした円盤である。土器の口縁部が用いられており、不整円形を呈している。

磨滅が著しく加工方法等については不明である。沈線文と刺突文が観察され、口唇部には刻み目が施されている。

第28図 1(Ka-2)は 先端部と茎部を欠損する有茎の石鏃である。先端部の欠損は先端からの、 b面からa面

側への崇J離であり、衝撃剣離と考えられる。墓部の折れはb面からa面側への力によるものである。石材は玉髄が

用いられている。

第28図 2～ 4は礫に使用の痕跡が確認される礫石器である。 2(Kc-6)は 基本層位第Ⅱa層から出土してお

り、平面形が不整精円形を呈する礫の表裏両面の中央に凹痕が残されている。凹痕には表裏両面とも2箇所の深い

部分がみられるが、 a面 よりもb面側が深 く、範囲も広い。用いられている石材は凝灰岩である。 3(Kc-8)

は磨痕と凹痕の残された礫石器である。平面形が楕円形で、片面が平坦な礫を素材としている。磨痕は平坦な面で

あるb面の中央に認められるが、多孔質な石材であるため礫表面の高い部分にのみ観察される程度である。また、

表裏両面の中央には浅い凹痕が残されており、 b面側よりもa面側が深い。石材は安山岩である。 4(Kc-7)

は3に比べ小さな礫を素材としているが、 3と 同様に片面に磨痕が観察され、表裏両面に凹痕が残されている。凹

痕はa面側がやや深 く、磨痕を伴うb面側は浅い。石材は安山岩が用いられている。
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27図 1 A-1 基 Ⅱb層・基 Ⅲ層 ミガ■・‖繰立,珀 空t.□辱部に朔み目立 ミガキ

27同 2 蒸 Ⅳ層 ナ デ 2∈ 2

27図 3 A-2 基Ⅳ層 ナ デ 211 3

27図 4 A-4 基 Ⅳ層 ミガキ 2114

27図 5 A-5 崇 Ⅳ層 165 ケズリ(タ テ・ヨコ)・ 縄文L・ 沈線 ナデ (ヨ コ) 網 rt痛 未糞痕 20_ 5

27図 6 P-1 土器片製・円盤 基 I層 ミガキ 縄文・沈線文・刺突文 ミガキ 20-6

27図 7 P-2 丞 Ⅳ層 細支LR 20‐ 7

27図 P― 基 V層 ナ デ 20‐ 8

第27図 基本層出土遺物 (1)



3.第Ⅳ層出土遺物 (第27図 2～ 5・ 7,第28図 5,写真20-2～ 5・ 7,写真22-7)

第Ⅳ層からは縄文土器片が268点出上している。しかし、そのほとんどが地文のみの破片や磨滅した細片であり、

図示したものは 5点のみである。他には土製品が 4点、礫石器と打製石器が各 1点ずつ出上しており、土製品 1点

と礫石器を図示した。

第27図 2～ 5はいずれも後期前葉南境式期に属すると考えられる縄文土器片である。 2(A-3)は 深鉢体部上

半の破片であり、横方向の多条沈線を施し、その間に米粒大の亥Jみ 目文を連続的に施文している。 3(A-2)も

深鉢体部上半の破片と考えられ、渦状の構図になるものと推定される。縄文の施文された区画が確認されるものの

磨滅により縄文の種類等は不切である。 4(A-4)の 2点は、接合は確認されなかったが、同一個体と考えられ

る深鉢体部の破片である。多条沈線による連続弧線文が描かれていたものと推定される。縄文RLは磨消手法によ

る施文であるが、磨き消されている箇所はない。内面のミガキは丁寧で、縦方向の中にわずかに横方向のミガキが

施されている。 5(A-5)は 体部上半から口縁部を欠損しており、全体的に磨滅している。重もしくは深鉢と考

えられるが、体部最大径部内面の調整が粗いことから壷の可能性が高いものと考えられる。文様は横方向に展開す

る構図である。上位と中位、中位と下位の沈線間に地文が認められるが、上位の沈線の上部は残存部分が少なく、

さらに磨滅により地文の観察ができないことから、磨消部分については不明である。体部下半には地文は施されて

おらず縦方向のケズリが確認され、底部付近では横方向である。底部には網代痕と木葉痕が残されている。内面は

粗いナデで、滑らかさはない。

第27図 7(P-2)は 、土器片を打ち欠いて作られた円盤であり、平面形は不整円形を呈している。内面の調整

は磨滅により不男である。

第28図 5(Kc-9)は 、表裏両面に浅い凹痕と磨反がともに残されている礫石器である。凹痕はa面で 2箇所、

b面では 4箇所に分かれて確認されるが、いずれもごく浅い凹痕である。石材は安山岩が用いられている。

4。 第 V層 出土遺物 (第27図 8、 写真20-8)

第V層からは縄文土器片39点 と土製品が 2点出上している。土製品 1点を第27図 8に図示した (P-3)。 土器

片を打ち欠いて作られた円盤であり、平面形は不整円形を塁している。
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第28図 基本層出土遺物 (2)



第 6章 ま と

今回の大野田遺跡第 2次調査によって得られた成果をまとめると以下のようになる。

検出された遺構は、掘立柱建物跡 6棟、竪穴住居跡 3軒、竪穴遺構 1基、土坑10基、溝跡 3条、性格不明遺構

3基、小溝状遺構群 2群、ビットである。しかし、調査区全体が古い河川跡内に位置していたことから、縄文

時代の遺構は検出されず、流れ込みと判断される縄文土器や石器が確認されたのみである。

SBl掘立柱建物跡は、付属溝 3か ら、ロクロを使用し内面黒色処理の施された土師器芥と、底部切り離し後

の再調整が行われていない須恵器芥が出土しており、 9世紀代の時期の遺構と考えられる。他の 5棟の掘立柱

建物跡は出土遺物が少なく、しかも細片がほとんどであるため時期は不明である。ただし、 5棟の柱穴からは

中世以降の遺物はまったく出土しておらず、建物の方向や規模が類似していることから、古代の近接した時期

の遺構である可能性が考えられる。

S Bl掘立柱建物跡の北列、東列、南列の柱穴の外側には 1～ 1.5m離れた位置にビットがあり、ビット間に

小規模な溝が設けられている。このビットと溝は、建物跡を取り囲んだ状態になっており、その位置関係から

SBl掘立柱建物跡と一体のものと考えられる。西側柱列が調査区西壁際で検出されたため、調査区外の西側

の状況は不明であるが、庇もしくは縁が廻らされていたものと推定される。調査では付属溝出土遺物から9世

紀代の時期の遺構と判断されたものの、性格を類推させる資料は得られなかった。しかし前述の構造から、一

般的な建物ではなく、特別な施設である可能性も考えられる。たとえば、最近、集落内の仏教関連施設として

注目されている遺構の中には、周囲に溝を廻らせた掘立柱建物跡も見うけられる。このような仏教関連の遺構

は 8世紀末頃に出現し、 9世紀代に盛行して、 9世紀後半から10世紀前半に急速に衰退するとされている。 S

Bl掘立柱建物跡がこのような施設と関連するものか否か、今後の類例の確認や伴出遺物等に注意を払ってい

く必要がある。

3軒の竪穴住居跡のうち時期が判明したのはS11竪穴住居跡である。住居床面と、カマド袖の南側に隣接す

る位置で確認された 1号土坑から出上した土器は、多賀城市山王遺跡 S D180溝跡の 2層ないし3層出土土器

に類似しており、 S D180溝跡の 2層に対応する層からは763年の漆紙文書 (呉注暦)が、 3層に対応する層から

は740～749年の漆紙文書(戸口損益帳草案)が出土している。したがってS11竪穴住居跡は 8世紀中葉頃の時

期と考えられる。

部分的な検出となったS12竪穴住居跡の床面からは、体部下半から底部にかけて残存するロクロ不使用の

上師器奏が出土しているのみであるが、S11竪穴住居跡と同一方向で造られていることにより同時期の住居

跡と推定される。

S13竪穴住居跡は、調査区内では主柱穴 1基 と住居の一角が確認されたのみであり、時期決定資料は出土

していない。また、S11、 S12竪穴住居跡と堆積上の状況、方向が異なっており、古墳時代から古代にか

けての時期のいずれかとせざるをえない。

S14竪穴遺構はS11竪穴住居跡に切られるものの、西辺が重複していることから8世紀中葉以前の遺構

で、S11竪穴住居跡に近い時期と考えられる。

土坑は出土遺物が少なく時期不引のものが多い。SK3～ 5は きわめて近接した位置関係にあり、切り合いも

確認されている。また、堆積土の状態が人為堆積を示している共通性もみられる。これまでの周辺の調査で検

出されている近世以降の上坑に類似した堆積土と推積状況であり、近世もしくはそれ以降の時期と推定される。



5.

SK6と 7は堆積上の状況と出土遺物から、古代に属する可能性がある。

溝跡は 3条検出されているものの、規模が大きく異なっている。SDl溝跡は調査区を東西方向に横断し、調

査区外のさらに東西へ続くと考えられる溝跡である。時期決定資料は得られなかったが、S11、 S12竪穴

住居跡の南辺の方向と同一方向に延びていることから関連が推定され、溝の南側と竪穴住居のあるJヒ側を区画

する施設である可能性が考えられる。

SD2溝跡はS11竪穴住居跡を切る溝跡であり、堆積上の上層より上師器と須恵器の必が出上している。

土師器芥はロクロを使用した内面黒色処理が施されたものであり、須恵器芥は底部切り離し後の再調整が行わ

れていないものであることから、 9世紀代の遺構と考えられる。

東西方向と南北方向の 2群の小溝状遺構群からは時期を決定する良好な資料は得られなかったが、竪穴住居跡

を切り、掘立柱建物跡に切られていることから、 8世紀中美から9世紀にかけての古代の遺構である。小溝状

遺構群はこれまでの大野田地区周辺の調査でも多く確認されており、畑の耕作に関わる何らかの痕跡と理解さ

れている。したがって、今回の調査区を含む周辺一帯が古代の一時期、耕作域となっていたことを示している。

以上の調査成果から、縄文時代の遺構、遺物は発見されなかったものの、今回の調査区周辺における奈良時代か

ら平安時代にかけての土地利用の変遷が確認された。すなわち、 8世紀中葉頃には東西方向の溝によって区画され

た区域に竪穴住居が造られる居住域であったが、その後、畑の耕作域として利用されるようになる。しかし9世紀

代になると掘立柱建物が造られ、再び居住域に戻っている。わずかな期間に居住域から耕作域へ、そしてまた居住

域へと変遷しているわけであるが、 8世紀中葉頃の居住域の遺構は方向を意識した構成となっており、計画性に基

づく集落であった可能性が考えられる。それが廃絶し一時的に耕作域になった期間があったということは、 9世紀

代の集落が以前の集落と連続するものではないことを示している。この土地利用の変遷には、奈良時代後半から平

安時代にかけての何らかの社会的背景が反映されているものと考えられる。
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写真20 縄文土器・土製品 (Scale;約 1/3)
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消防署出張所建

設工事に伴う事

前調査

所 収 遺 跡 名 種  別 主 な 時 代 主 な遺 構 主 な遺 物 特 記 事 項

大野田遺跡

第 2次

集落跡 縄文時代

奈良 。平安時代

江戸時代

自然流路跡

掘立柱建物跡・竪穴住

居跡・竪穴遺樽・土坑・

溝跡・小溝状遺構群・

性格不明遺構・ピット

縄文土器・土製品 。

石器・弥生土器

土師器・須恵器・

礫石器・砥石

古銭 。陶器・磁器

掘立柱建物跡の 1棟には、

柱穴の外側にピットがあ

り、その間に小規模な溝

がイサ設されている。
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